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編
集
後
記

二
一
三
通
常
国
会
は
ド
タ
バ
タ
し
な
が
ら
も
閉
会
、
焦
点
と
な

っ
て
い
た
政
治
資
金
規
正
法
改
正
案
は
、
与
党
自
民
党
に
よ
る
数

の
力
で
強
行
成
立
し
、
六
月
二
六
日
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
多
く
の
課
題
を
残
し
内
容
の
詰
め
が
必
用
と
し
て
、

施
行
自
体
は
二
六
年
一
月
と
い
う
有
様
で
す
。

閉
会
後
は
、
次
の
自
民
党
総
裁
は
誰
に
？
衆
議
院
の
解
散
総
選

挙
は
い
つ
？
・
・
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
こ
の
冊
子
が

お
手
元
に
届
く
前
に
決
ま
る
で
あ
う
東
京
都
知
事
選
挙
の
行
方
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

筆
者
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
改
正
案
（
新
基
本
法
）
は
、
五
月
二
九
日
に
成
立

し
ま
し
た
。
当
冊
子
で
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
、
二
〇
二
三
年
一
月
号
よ
り
今
号
を
含

め
五
回
に
わ
た
り
編
集
・
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
二
二
年
夏
以

降
、
改
正
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、
自
民
党
の
農
林
水
産
部

会
や
農
水
省
の
政
策
審
議
会
で
の
検
討
が
積
み
上
が
る
な
か
、
そ

の
動
向
を
横
目
に
見
な
が
ら
、「
座
談
会
」（
八
五
二
号
）
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

二
三
年
五
月
号
（
八
五
六
号
）
で
は
政
策
審
議
会
の
中
間
取
り

ま
と
め
に
対
す
る
見
解
整
理
（
そ
の
二
）。
二
三
年
七
月
に
は
農

水
省
基
本
法
検
証
部
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
会
報
告
（
そ
の
三
）（
八
五
九
号
）。
本
年
三
月
に
は
通
常
国
会

に
提
出
さ
れ
た
改
正
案
に
対
す
る
論
評
と
し
て
整
理（
そ
の
四
）。

今
号
（
八
六
九
号
）
で
は
成
立
し
た
新
基
本
法
に
対
す
る
評
価
等

（
そ
の
五
）
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
誌
で
は
、
編
集
長
で
あ
る
安
藤
先
生
よ
り
「
評
価
と
展
望
」

を
含
め
た
リ
ー
ド
文
以
降
、
全
農
林
農
政
学
習
会
で
講
師
を
務
め

ら
れ
た
各
先
生
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
指
摘
頂
い
て
い
ま

す
。改

正
基
本
法
は
成
立
し
ま
し
た
が
、
魂
を
入
れ
込
む
の
は
こ
れ

か
ら
で
、
今
後
策
定
さ
れ
る
「
基
本
計
画
」
に
向
け
て
、
ど
の
様

な
議
論
と
検
討
が
行
わ
れ
、
ど
の
様
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
が

焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
谷
口
先
生
の
論
文
に
も
あ
る
よ

う
に
、
新
基
本
法
や
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
が
日
本
に
お
け

る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
繋
が
る
の
か
、
そ
れ
が
最
大
の
課
題

で
あ
り
生
命
線
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
支
援
米
活
動
報
告
と
し
て
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
岡
山
分

会
の
中
丘
様
よ
り
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
と
同
時
に
例
年
の
活

動
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
筆
者
が
編
集
を
担
当
し
て
三
年
が
経
過
し
ま
す
。
こ

の
秋
に
は
新
た
な
方
と
交
代
を
予
定
し
て
お
り
、
担
当
も
残
り
僅

か
と
な
り
ま
す
。
出
身
が
北
海
道
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て

も
記
事
や
写
真
に
偏
り
が
あ
っ
た
の
で
は
？
と
反
省
し
て
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
の
間
ご
辛
抱
を
。

（
柴
山
）

５９
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こ
れ
ま
で
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

に
お
け
る
目
標
は
、
食
料
自
給
率
だ
け
だ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
基
本
法
は
、「
基
本
法
制
定

か
ら
の
情
勢
変
化
や
今
後
二
〇
年
を
見
据
え
た
課

題
を
考
え
る
と
、
国
内
生
産
を
増
大
さ
せ
る
必
要
性
は
以
前
に
も

増
し
て
い
る
。」
と
し
、
白
書
は
、

「
輸
入
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
中
で
の
食
料
の
安
定
的
な
輸
入
、

肥
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
等
の
自
給
率
に
反
映
さ
れ
な
い
生
産

資
材
等
の
安
定
供
給
等
基
本
理
念
や
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
見
直

し
が
必
要
な
も
の
が
生
じ
て
お
り
、
食
料
自
給
率
だ
け
で
は
と
ら

え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
し
、「
自
給
率
目
標
は
、
国
内
生

産
と
望
ま
し
い
消
費
の
姿
に
関
す
る
目
標
の
一
つ
と
す
べ
き
」
と

し
た
。
自
給
率
の
位
置
づ
け
は
後
退
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
自
給
率
目
標
の
位
置
づ
け
の
変
化
の
結
果
と
し
て
、

今
次
基
本
法
に
お
い
て
は
食
料
自
給
率
目
標
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。だ

が
、
自
給
率
は
、
我
が
国
農
業
の
最
も
基
本
的
な
指
標
―
農

地
面
積
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
農
産
物
の
生
産
量
と
消
費
量
を
基

に
設
定
さ
れ
る
指
標
―
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
基
本
計
画
（
二
〇
二
三
年
）
で
は
、
二
〇
三
〇
年

の
自
給
率
目
標
は
四
五
％
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
五
％
が
、
現
行
自
給
率
三
六
％
に
比
べ
高
す
ぎ
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
現
実
的
な
数
値
に
変
更
す
れ
ば
い
い
。�
そ
れ

が
で
き
な
い
�
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

変
更
後
の
目
標
が
三
〇
％
台
後
半
で
あ
っ
て
も
、
恥
じ
る
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。

令
和
四
年
度
の
白
書
は
、「
飼
料
や
肥
料
原
料
の
価
格
高
騰
に

よ
り
、
生
産
資
材
の
高
騰
が
続
く
一
方
、
農
産
物
価
格
へ
の
転
嫁

は
円
滑
に
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、「
流
通
段
階
で
の
価
格
競
争
が
厳
し
い
こ
と

等
様
々
な
要
因
で
、
コ
ス
ト
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
に
転
嫁
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
」と
す
る
。ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

生
産
者
の
所
得
が
き
ち
っ
と
保
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う

い
う
制
度
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ま
さ
に
、
こ

の
よ
う
な
制
度
が
行
わ
れ
て
い
る
。

議
会
が
、
農
業
法
の
期
間
（
五
年
）
に
お
い
て
、
各
農
産
物
に

目
標
価
格
（
生
産
者
の
所
得
を
保
証
す
る
価
格
）
を
設
定
し
て
い

る
。
価
格
が
目
標
価
格
に
達
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
差
が
不
足
払
い

と
し
て
政
府
か
ら
生
産
者
に
支
給
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
牛
乳
の
不
足
払
い
制
度
、
小
麦
・
大
豆
の
直
接
支
払

交
付
金
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
近
い
。
我
が
国
に
お
い
て

も
、
全
農
産
物
に
所
得
保
障
制
度
を
設
定
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

新
農
業
基
本
法
の
問
題
点
：
食
料
自
給
率
目
標
を
示
さ
ず

自
給
率
目
標
を
明
示
し
、
全
農
産
物
に
所
得
保
障
制
度
を
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令
和
五
年
度
の
予
算
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
食
料
安
全
保
障
に
向

け
た
構
造
転
換
対
策
」
を
掲
げ
、「
畑
作
物
の
本
作
化
対
策
」
を

設
定
し
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、「
水
田
の
畑
地
化
や
畑
地
化

後
の
畑
作
物
の
定
着
ま
で
の
一
定
期
間
の
支
援
」
を
行
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
支
援
」
が
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
で
あ
る
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
水
田
に
お
い
て
、
麦
・
大

豆
・
米
粉
用
米
な
ど
の
作
付
け
を
拡
大
す
る
た
め
の
支
援
＝
交
付

金
で
あ
る
。
令
和
五
年
度
の
予
算
額
は
三
〇
五
〇
億
円
。

仮
に
、
水
田
で
自
由
に
米
を
作
れ
ば
、
国
内
の
コ
メ
需
要
に
対

し
生
産
が
過
剰
に
な
り
、
そ
の
処
理
が
困
難
に
な
る
。

米
に
適
し
た
水
田
で
コ
メ
以
外
の
も
の
を
作
る
の
で
あ
る
か

ら
、
相
応
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
水
田
活
用
の
交
付
金
は
、
そ
の

コ
ス
ト
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
政
府
か
ら
の
支
援
金
で
あ
る
。

麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
は
一
〇
ア
ー
ル
あ
た
り
三
・
五
万
円
、

ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
プ
・
サ
イ
レ
ー
ジ
用
稲
八
万
円
、
加
工
用
米
二

万
円
、
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
五
・
五
―
一
〇
・
五
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

生
産
者
は
、
こ
う
し
た
交
付
金
を
得
て
、
水
田
に
お
け
る
麦
・

大
豆
作
り
な
ど
を
行
な
う
わ
け
で
あ
る
。

交
付
金
の
受
給
者
は
、
ほ
ぼ
全
農
家
＝
農
業
経
営
体
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
数
は
約
一
〇
三
万
。
個
別
経
営
体
九
九
・
一
四
万
、

団
体
経
営
（
組
織
）
体
三
万
九
五
〇
〇
で
あ
る
。

二
〇
三
〇
年
に
お
け
る
小
麦
の
作
付
面
積
は
三
〇
・
七
万
ha
、

二
〇
二
〇
年
二
七
・
三
万
ha
よ
り
も
三
・
四
万
ha
（
一
三
％
）

増
。二

〇
三
〇
年
の
大
豆
面
積
は
一
七
万
ha
、
二
〇
二
〇
年
一
四
・

二
万
ha
よ
り
も
二
・
八
万
ha
（
二
〇
％
）
増
。

そ
の
場
合
の
二
〇
三
〇
年
の
自
給
率
は
、
現
在
よ
り
も
上
昇
す

る
も
の
の
、
小
麦
一
六
・
六
％
、
大
豆
一
〇
・
一
％
で
、
な
お
極

め
て
低
い
。
二
〇
三
〇
年
の
目
標
を
現
行
目
標
の
少
な
く
と
も
一

・
五
倍
、
可
能
な
ら
ば
現
行
の
二
倍
く
ら
い
に
高
め
、
そ
こ
に
向

け
て
の
施
策
を
整
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

小
麦
・
大
豆
の
生
産
を
本
格
的
に
拡
大
す
る
に
は
、
水
田
の
畑

地
化
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
田
の
畑
作
物
利
用
に
は
、
田
畑
輪
環
方
式
と
水
田
の
畑
地
化

が
あ
る
。

田
畑
輪
環
方
式
は
、
少
な
い
資
本
で
輪
作
が
可
能
な
反
面
、
作

物
の
高
品
質
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
善
が
で

き
な
い
限
界
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

畑
地
化
（「
田
か
ら
畑
へ
の
永
久
転
換
」）
は
、「
転
作
作
物
の

作
付
け
圃
場
を
固
定
化
し
、
熟
畑
化
に
よ
り
生
産
力
を
高
め
る
方

式
」
で
あ
り
、「
広
範
な
圃
場
に
適
用
が
可
能
」
と
さ
れ
る
。

今
後
の
日
本
農
業
を
考
え
れ
ば
、「
田
か
ら
畑
へ
の
永
久
転
換
」

の
課
題
が
、
問
わ
れ
て
い
る
。

（
Ｓ
Ｈ
）
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改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
二
〇
二
四
年
五
月
二
九
日
に
成
立
し
た
。
本
特
集
で
は
、
こ
の
改
正
基
本
法
の
つ
い
て
の
評
価
を

三
人
の
論
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。
作
山
巧
「
改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
評
価
―
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
の
意
見

陳
述
か
ら
」、
谷
口
信
和
「
改
正
基
本
法
と
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
は
食
料
安
保
を
担
保
し
う
る
の
か
―
気
候
・
戦
争
・
食
料
の
構

造
的
危
機
段
階
突
入
の
視
点
か
ら
照
射
す
る
」、
小
林
信
一
「
改
正
基
本
法
―
多
様
な
農
業
人
材
の
育
成
、
経
営
安
定
対
策
の
充
実
を
巡

っ
て
―
」
の
三
本
の
論
稿
で
あ
る
。
各
論
稿
と
も
に
要
所
を
突
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

作
山
論
文
は
、参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
の
参
考
人
と
し
て
の
意
見
陳
述
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、食
料
安
全
保
障
、

食
料
の
合
理
的
な
価
格
形
成
が
有
す
る
問
題
点
を
鋭
く
指
摘
す
る
。
谷
口
論
文
は
、
気
候
危
機
、
二
つ
の
戦
争
の
危
機
、
世
界
食
料
危
機

と
い
う
三
つ
の
危
機
が
輻
輳
す
る
重
大
な
歴
史
的
局
面
に
日
本
は
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
基
本
計
画
ま
で
射
程
に
入
れ
た
課
題

を
提
起
す
る
。
小
林
論
文
は
、
目
下
の
喫
緊
の
課
題
は
基
本
法
改
正
よ
り
も
、
生
産
基
盤
（
担
い
手
、
農
地
）
の
脆
弱
化
で
あ
り
、
崩
壊

の
一
歩
手
前
の
危
機
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
実
行
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
畜
産
経
営
を

中
心
に
経
営
安
定
対
策
、
農
業
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
論
稿
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
最
初
に
改
正
基
本
法
が
掲
げ
る
五
つ
の
基
本
理
念
の
関
係
を
簡
単
に
整
理
し
、

基
本
法
の
体
系
が
抱
え
る
課
題
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
改
正
基
本
法
の
基
本
理
念
は
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」「
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」「
農
村
の
振
興
」
の
五
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

間
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
、
す
な
わ
ち
、
改
正
基
本
法
の
体
系
を
全
体
と
し
て
ど
う
把
握
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

基
本
法
改
正
の
評
価
と
展
望
―
五
つ
の
基
本
理
念
の
関
係
と
課
題
―

安
藤
光
義

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
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（
現
在
の
基
本
法
の
四
つ
の
基
本
理
念
の
関
係
と
施
策
）

現
在
の
基
本
法
の
基
本
理
念
は
「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」

「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」「
農
村
の
振

興
」の
四
つ
で
あ
っ
た
。そ
の
関
係
を
示
し
た
の
が
図
1
で
あ
る
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
は
実
現
さ
れ
、
農
業
の
持
続

的
な
発
展
と
農
村
の
振
興
は
手
を
携
え
て
「
車
の
両
輪
」
と
し
て

進
む
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
い
て

は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
認
定
農
業
者
制
度
が
選

別
的
な
担
い
手
育
成
政
策
と
し
て
基
本
法
制
定
に
先
駆
け
て
実
施

さ
れ
て
い
た
。
基
本
法
制
定
に
合
わ
せ
て
用
意
さ
れ
た
の
が
、
食

料
自
給
率
向
上
を
視
野
に
入
れ
た
「
麦
・
大
豆
の
本
作
化
」
を
推

進
す
る
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
と
農
地
保
全
の
た
め
の
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
で
あ
っ
た
（
二
〇
〇
〇
年
）。
前
者
は
予

算
不
足
の
た
め
途
中
で
終
了
し
、
米
政
策
改
革
に
移
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
後
者
は
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
が
加
わ

り
（
二
〇
〇
七
年
）、
最
終
的
に
は
日
本
型
直
接
支
払
制
度
と
し

て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
選
別
的
な

担
い
手
育
成
政
策
は
、
規
模
要
件
を
課
し
た
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
に
引
き
継
が
れ
た
が
（
二
〇
〇
七
年
）、
そ
れ
は
全
国
的

な
集
落
営
農
の
設
立
を
進
め
る
結
果
と
な
っ
た
の
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
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現
在
の
基
本
法
で
は
「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
と
「
農
村
の
振

興
」
と
い
う
基
本
理
念
を
軸
に
新
た
な
施
策
が
登
場
し
、
農
村
の

現
場
で
は
集
落
協
定
の
締
結
、
地
域
の
共
同
活
動
、
集
落
営
農
の

設
立
な
ど
の
動
き
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
図
1
の
右
下
の

点
線
で
囲
ん
だ
辺
り
に
新
機
軸
が
用
意
さ
れ
、
構
造
政
策
と
農
村

政
策
の
間
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
集
落
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後

は
集
落
を
起
点
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
や
地
域
資
源
管

理
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
改
正
基
本
法
の
五
つ
の
基
本
理
念
の
関
係
と
施
策
）

改
正
基
本
法
の
五
つ
の
基
本
理
念
の
関
係
を
私
な
り
に
整
理
す

る
と
図
2
の
よ
う
に
な
る
。
基
本
法
検
証
部
会
の
議
論
で
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
は
農
業
政
策
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
、「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
が
「
総

則
」
の
二
番
目
に
記
さ
れ
た
こ
と
、
環
境
負
荷
低
減
は
農
業
生
産

の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
⑴
、
こ
れ
を

最
上
部
に
記
し
、「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」、「
多
面
的
機
能
の

発
揮
」、「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
に
向
か
っ
て
一
方
通
行
の
矢

印
を
つ
け
た
。

こ
れ
ま
で
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
点
線
で
囲
ま
れ
た
領
域
は
手

薄
で
あ
る
。
地
域
計
画
策
定
の
法
定
化
、
中
小
規
模
経
営
の
担
い

手
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
農
地
権
利
取
得
の
下
限
面
積
撤
廃
、
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
設
立
な
ど
準
備
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
農
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村
政
策
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。

「
輸
出
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」、「
環
境
（
グ
リ
ー
ン
化
）」
は
、
官
邸
の
食
料
安
定
供
給
・
農
林
水
産
業
基
盤
強
化
本
部
に
お
け
る
不

動
の
柱
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
改
正
法
に
反
映
さ
れ
た
。
輸
出
に
つ
い
て
は
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」
の
一
つ
と
し
て

明
記
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
は
「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
に
お
け
る
「
生
産
性
の
向
上
及
び
付
加
価
値
の
向
上
」
が
加
筆
さ

れ
、
環
境
負
荷
低
減
に
至
っ
て
は
「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」、「
多
面
的
機
能
の
確
保
」、「
農
業
の
持
続
的
な
発

展
」
の
三
つ
の
基
本
理
念
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
基
本
法
制
定
時
の
よ
う
に
、
こ
の
後
に
何
か
新
し
い
施
策
が
出
て
く
る
見
込
み
は
小
さ
い
。
既
に
法
律
は
改

正
済
み
、
な
い
し
は
制
定
済
み
で
あ
り
、
予
算
も
確
保
さ
れ
、
事
業
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
環
境
負
荷
低
減
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
が
制
定
済
み
で
（
二
〇
二
二
年
）、
全
て
の
都
道
府
県
で
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
、
計
画
認
定
制
度
の
実
績
も
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
も
二
〇
二
三
年
度
補
正
予
算
で
四
〇
億
円
以
上
が
計
上
さ

れ
、
二
〇
二
四
年
度
予
算
も
用
意
さ
れ
て
事
業
は
順
調
に
走
っ
て
い
る
。
改
正
基
本
法
の
関
連
法
と
し
て
、
自
己
資
本
強
化
の
た
め
の
農

地
所
有
適
格
法
人
に
対
す
る
食
品
産
業
等
の
出
資
規
制
の
緩
和
、
農
業
振
興
地
域
の
運
用
の
厳
格
化
な
ど
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
新
た
な

予
算
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
も
同
様
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
官
邸
案
件
が
最
優
先
さ
れ
、
そ
れ
を
現
在
の
基
本
法
に
上
か
ら
無
理
や
り
「
接
ぎ
木
」
し
、
新
規
予
算
獲
得
と
い
う

厄
介
な
ハ
ー
ド
ル
を
巧
み
に
回
避
し
な
が
ら
⑵
、
確
定
済
み
の
施
策
を
基
本
理
念
に
置
き
換
え
て
整
理
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
え
て

く
る
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
加
わ
っ
た
基
本
理
念
「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
」
の
中
心
と
な
る
主
体
は
食
品
産
業
と
そ
の
関
連

産
業
、
大
規
模
な
雇
用
型
法
人
経
営
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
、
上
か
ら
の
技
術
革
新
の
推
進
に
よ
っ
て
農
業
者
の
資
本
へ
の
包
摂
を
進
め
、

食
品
関
連
産
業
と
の
一
体
化
を
通
じ
て
農
業
の
産
業
化
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
姿
が

官
邸
案
件
で
も
あ
る
輸
出
の
促
進
、
輸
出
産
地
の
形
成
な
の
で
あ
る
。

今
後
策
定
さ
れ
る
基
本
計
画
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
、
ど
う
い
っ
た
具
体
的
な
施
策
が
新
た
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
期
待
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
と
も
か
く
、
そ
の
行
方
を
注
意
深
く
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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注
：

⑴

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
取
組
強
化
」
で
「
農
林
水
産
省
の
全
て
の
補
助
事
業
等
に
対
し
て
、
最
低
限
行
う
べ
き

環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
実
践
を
義
務
化
す
る
『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
を
導
入
す
る
」
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
い
う
用
語
の
使
い
方
に
は
問
題
な
し
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｅ
Ｕ
の
共
通
農
業
政
策
の
『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
は
、
農
業
生
産
と
切
り
離
し
た
直
接
支
払
い
が
農
地
の
荒
廃
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
フ
ィ
シ
ュ
ラ
ー
改
革
に
よ
っ
て
義
務
化
さ
れ
た
措
置
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
Ｅ
Ｕ
型
の
直
接
支
払
い
を
実
施
し
て
い
な
い
し
、
行
う
見
込
み
も
な
い

の
に
『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
直
接
支
払
制
度
を
正
確
に
理
解
し
て
い

る
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
と
い
う
用
語
は
、
一
つ
の
事
業
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
同
時
に
別
の
事
業
の
要
件
を
満
た
す
と
い
う
意
味

で
一
九
七
〇
年
代
に
米
国
で
用
い
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
共
通
農
業
政
策
と
は
別
の
文
脈
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
し
ま
え
ば
使
え
な
い
こ
と
は

な
い
の
だ
が
、
や
は
り
釈
然
と
し
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
直
接
支
払
い
が
環
境
公
共
財
の
供
給
に
対
す
る
対
価
と
な
る
よ
う
な
場
合
は
、『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
の
必
要
性
は
疑
問
視
さ
れ
る
と
い

う
の
が
専
門
家
の
見
方
の
よ
う
だ
（R
oelJongeneeland

H
ans
B
rand,

2011.
D
irect

incom
e
support

and
cross-com

pliance.
In:
A
rie
O
skam

,

G
erritM

eester
and
H
uib
Silvis(eds.)

EU
Policy

for
agriculture,

food
and
ruralareas.

W
ageningen

A
cadem

ic
Publishers,

W
rgeningen,

the

N
eitherlands,

pp.197-212

）。
日
本
の
直
接
支
払
い
は
、
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
環
境
公
共
財
の
供
給
に
対
す
る
対
価
支
払
い
だ
と
予
想
さ
れ
る
の

で
、
や
は
り
『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
と
い
う
用
語
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
日
本
農
業
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た
荘
林
幹
太
郎
氏
に
よ
る
「
考
察

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
も
、
現
在
の
よ
う
な
使
い
方
は
問
題
な
し
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
筆
者
は
読
ん
だ
。

ま
さ
か
、
直
接
支
払
い
を
実
施
す
る
に
し
て
も
農
林
水
産
省
に
は
予
算
が
な
い
た
め
、『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
を
広
く
省
内
の
事
業
に
課
し
、
そ

れ
ら
の
事
業
の
予
算
を
原
資
と
し
て
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
は
思
う
が
、『
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
の
先
に
ど
の
よ

う
な
政
策
が
展
望
で
き
る
の
か
全
く
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
に
、
こ
う
し
た
疑
心
暗
鬼
が
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑵

基
本
法
見
直
し
の
政
策
過
程
に
お
い
て
財
務
省
の
力
が
強
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
作
山
巧
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
見
直
し
の
政
策
過
程
―
制
定

時
と
比
較
し
た
政
官
関
係
の
変
貌
？
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
第
七
四
巻
第
三
号
（
二
〇
二
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

����������� 基本法改正の評価と展望―五つの基本理念の関係と課題―
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1

は
じ
め
に

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

（
以
下
で
は
「
改
正
法
」
と
略
称
）
は
、
二
〇
二
四
年
二
月
二
七

日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
後
、
四
月
一
九
日
の
衆
議
院
本
会
議
で

一
部
修
正
の
上
で
可
決
さ
れ
、
五
月
二
九
日
の
参
議
院
本
会
議
で

可
決
さ
れ
て
成
立
し
た
。
筆
者
は
、
現
在
の
勤
務
校
に
着
任
す
る

以
前
は
農
水
省
に
二
五
年
間
勤
務
し
た
上
で
、
特
に
一
九
九
七
年

か
ら
一
九
九
九
年
に
は
、
大
臣
官
房
企
画
室
企
画
官
と
し
て
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
策
定
に
従
事
し
、
農
業
の
多
面
的
機
能

の
定
量
評
価
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
導
入
を
担
当
し

た
。
ま
た
、
改
正
法
の
国
会
審
議
の
過
程
で
は
、
参
議
院
農
林
水

産
委
員
会
で
五
月
一
四
日
に
参
考
人
と
し
て
意
見
陳
述
し
た
。

本
稿
は
、
筆
者
に
よ
る
意
見
陳
述
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

意
見
陳
述
そ
の
も
の
は
国
会
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
加
え

て
、
一
年
間
は
「
参
議
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
審
議
中
継
」
で
動
画

も
見
ら
れ
る
が
、
議
場
で
の
配
付
資
料
は
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ

な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
議
場
で
の
配
付
資
料
の
抜
粋
を
交

え
て
筆
者
に
よ
る
意
見
陳
述
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
意
見
陳
述

は
一
五
分
に
制
限
さ
れ
、
配
付
資
料
を
十
分
に
説
明
す
る
時
間
は

無
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
一
部
で
説
明
を
追
記
し
た
。

筆
者
の
総
論
的
な
評
価
を
述
べ
る
と
、
今
回
の
改
正
法
に
は
、

①
検
討
期
間
が
短
く
、
過
去
の
政
策
の
検
証
や
評
価
が
十
分
で
な

い
、
②
条
文
の
変
更
は
多
い
も
の
の
、
制
定
時
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
よ
う
な
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
新
た
な
支
援
策

が
乏
し
い
、
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以

下
で
は
「
食
料
安
全
保
障
」
と
「
食
料
の
合
理
的
な
価
格
形
成
」

を
中
心
に
意
見
を
述
べ
る
。

改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
評
価

―
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
の
意
見
陳
述
か
ら
―作

山

巧

明
治
大
学
農
学
部
教
授

農村と都市をむすぶ2024．7 �������������������������
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2

食
料
安
全
保
障

ま
ず
、「
食
料
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
あ
る
。
図
1
に
は
、
基

本
法
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
の
定
義
を
整
理
し
た
。
同
図
で

は
、
上
の
象
限
が
平
時
、
下
の
象
限
が
有
事
（
不
測
時
）
を
示
す

一
方
で
、
左
の
象
限
が
国
家
レ
ベ
ル
の
供
給
確
保
性（
供
給
面
）、

右
の
象
限
が
個
人
レ
ベ
ル
の
入
手
可
能
性
（
需
要
面
）
を
示
す
。

こ
う
し
た
分
類
軸
に
基
づ
け
ば
、
現
行
基
本
法
の
第
二
条
第
四
項

は
、
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
を
「
凶
作
、
輸
入
の
途
絶
等
の
不

測
の
要
因
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
需
給
が
相
当
の
期
間
著
し
く
ひ

っ
迫
し
、
又
は
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
と
し
、「
有

事
に
お
け
る
国
家
レ
ベ
ル
の
供
給
確
保
性
」
に
着
目
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
法
の
第
二
条
第
一
項
は
、
食
料
安
全
保
障

を
「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
か

つ
、
国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
と
し
、
供
給

が
必
要
条
件
で
入
手
が
十
分
条
件
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

「
平
時
に
お
け
る
個
人
レ
ベ
ル
の
入
手
可
能
性
」
に
着
目
し
て
い

る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
農
水
省
は
、
国
連
食
料
農
業
機
関（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
に
よ
る
国
際
的
な
定
義
に
合
わ
せ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
改
正
法
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
は
、
食
料

安
全
保
障
と
い
う
用
語
の
使
い
方
で
あ
る
。
大
辞
林
に
よ
れ
ば
、

安
全
保
障
は
、「
国
外
か
ら
の
攻
撃
や
侵
略
に
対
し
て
国
家
の
安

全
を
保
障
す
る
こ
と
」
と
い
う
有
事
を
指
す
概
念
で
、
平
時
の
入

図1 食料安全保障の定義
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１０



手
可
能
性
に
食
料
安
全
保
障
と
い
う
用
語
を
充
て
る
の
は
語
彙
矛

盾
が
あ
る
。
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
会
長
を
務
め
た

生
源
寺
眞
一
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
を
含
む
多
く
の
有
識
者

も
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
「
食
料
確
保
」
や
「
食

料
保
証
」
を
指
す
と
述
べ
て
お
り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
本
部
で
勤
務
経
験
の

あ
る
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。

第
二
は
、
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
指
標
の
不
在
で
あ
る
。
Ｆ

Ａ
Ｏ
は
、
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
「
平
時
に
お
け
る
個
人
レ
ベ

ル
の
入
手
可
能
性
」
と
捉
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
満
た
さ

な
い
世
界
の
栄
養
不
足
人
口
を
推
計
し
、
そ
の
削
減
を
目
指
し
て

い
る
。
改
正
法
で
の
定
義
が
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
同
じ
な
ら
指
標
も
同
じ
に

な
る
は
ず
だ
が
、
主
に
開
発
途
上
国
を
想
定
し
た
指
標
が
日
本
に

と
っ
て
妥
当
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
点
は
、
改
正
法
の
第
一
七
条

に
規
定
さ
れ
た
基
本
計
画
で
定
め
る
と
思
わ
れ
る
が
、
食
料
安
全

保
障
の
新
た
な
定
義
に
則
し
た
指
標
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、改
正
法
の
第
一
七
条
第
二
項
第
三
号
の「
食

料
自
給
率
の
目
標
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
基
本

計
画
で
設
定
さ
れ
た
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
を
含
む
食
料
自
給
率
の
目

標
は
、
一
度
も
達
成
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
食
料
自
給
率
は
、
食

料
の
国
内
消
費
を
分
母
、
国
内
生
産
を
分
子
と
し
、
国
内
消
費
に

占
め
る
国
内
生
産
の
割
合
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
供

給
熱
量
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
の
分
子
は
国
産
供
給
熱
量
、
分
母

は
総
供
給
熱
量
で
あ
り
、
そ
れ
は
更
に
左
式
の
よ
う
な
構
成
要
素

に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
分
子
の
国
産
供
給
熱

量
は
、
輸
入
品
目
に
代
替
す
る
国
内
生
産
が
増
え
れ
ば
増
加
し
食

料
自
給
率
は
上
昇
す
る
の
に
対
し
て
、
国
内
で
自
給
で
き
る
品
目

の
国
内
消
費
が
減
れ
ば
減
少
し
食
料
自
給
率
は
低
下
す
る
。
他
方

で
、
分
母
の
総
供
給
熱
量
は
、
一
人
当
た
り
供
給
熱
量
や
人
口
が

増
え
れ
ば
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
食
料
自
給
率
は
低
下
す
る
。

供
給
熱
量
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
＝
国
産
供
給
熱
量

総
供
給
熱
量

＝
∑
個
別
品
目
の
国
産
供
給
熱
量

一
人
当
た
り
供
給
熱
量
×
人
口

図
2
は
、
一
九
九
八
年
度
を
基
準
に
、
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
の
食

料
自
給
率
の
変
化
要
因
を
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
累
積
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
図
に
よ
れ
ば
、
食
料
自
給
率
の
四
〇
％
か
ら
三
七
％
へ

の
低
下
に
対
す
る
累
積
の
寄
与
度
は
、
一
人
当
た
り
供
給
熱
量
の

減
少
が
プ
ラ
ス
三
・
五
ポ
イ
ン
ト
、
小
麦
、
大
豆
、
新
規
需
要
米

の
生
産
増
加
が
プ
ラ
ス
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
、
人
口
の
減
少
が
プ
ラ

ス
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
に
対
し
、
米
の
国
産
熱
量
の
減
少

が
マ
イ
ナ
ス
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
、
魚
介
類
や
野
菜
等
の
米
以
外
の

国
産
熱
量
の
減
少
が
マ
イ
ナ
ス
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
過
去
二
二
年
間
で
食
料
自
給
率
が
低
下
し
た
主
因
は

米
の
よ
う
な
自
給
品
目
の
消
費
減
少
で
、
そ
の
大
幅
な
低
下
を
防
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い
で
い
る
の
は
、
高
齢
化
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
熱
量
減
少
と
い

う
好
ま
し
く
な
い
要
因
で
あ
る
。
他
方
で
、
小
麦
、
大
豆
、
新
規

需
要
米
の
生
産
増
加
の
寄
与
度
は
、
米
の
国
産
熱
量
の
減
少
の
四

分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
に
最

も
必
要
な
の
は
、
消
費
者
の
輸
入
か
ら
国
産
食
料
へ
の
シ
フ
ト
だ

が
、
実
際
に
起
こ
っ
た
の
は
そ
の
正
反
対
で
、
今
後
も
そ
れ
が
変

わ
る
見
込
み
は
な
く
、
改
正
法
に
も
具
体
的
な
対
策
は
な
い
。
ま

た
、
図
2
で
は
二
〇
二
〇
年
度
に
人
口
の
減
少
が
食
料
自
給
率
の

上
昇
に
寄
与
し
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
今
後
の
人
口
減
少
は
食

料
自
給
率
の
上
昇
に
寄
与
す
る
が
、
そ
れ
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る

国
家
目
標
と
矛
盾
す
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

食
料
自
給
率
目
標
の
更
な
る
問
題
は
、
図
3
に
示
し
た
。
長
期

的
に
見
る
と
、
破
線
で
示
し
た
食
料
自
給
率
は
過
去
二
〇
年
で
は

ほ
ぼ
横
ば
い
な
の
に
対
し
て
、
マ
ー
カ
ー
付
き
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

で
示
し
た
い
も
類
中
心
の
消
費
を
想
定
し
た
食
料
自
給
力
指
標

は
、
農
業
者
や
農
地
の
減
少
、
い
も
類
の
単
収
減
少
で
低
下
し
、

農
水
省
は
二
〇
三
〇
年
度
に
は
一
人
一
日
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

必
要
量
す
ら
下
回
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
食
料
自
給
力
指

標
と
は
、
前
述
し
た
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
の
分
子
の

み
に
着
目
し
、
現
在
の
農
地
、
労
働
力
、
農
業
技
術
と
い
っ
た
資

源
を
フ
ル
に
投
入
し
て
供
給
可
能
な
熱
量
を
試
算
し
た
も
の
で
あ

る
。つ

ま
り
、
輸
入
が
途
絶
す
れ
ば
日
本
人
全
員
が
生
存
で
き
な
い

図2 供給熱量ベースの食料自給の変化要因

資料：農林水産省「令和3年度食料・農業・農村白書」（2022年5月）を基に筆者作成
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ほ
ど
生
産
基
盤
が
衰
退
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
子
と
分

母
の
両
方
が
低
下
し
て
い
る
た
め
横
ば
い
の
食
料
自
給
率
に
は
反

映
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
食
料
自
給
率
は
、
有
事
に
お
け
る
国

家
レ
ベ
ル
の
供
給
確
保
性
を
反
映
し
な
い
点
で
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
で
あ
る
。
基
本
法
の
策
定
時
に
農
水
省
の
事
務
方
は
、
実
現
不

可
能
な
食
料
自
給
率
の
目
標
設
定
に
は
反
対
で
、
図
2
は
そ
の
懸

念
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
定
め

る
基
本
計
画
で
は
、
有
事
に
お
け
る
国
家
レ
ベ
ル
の
供
給
確
保
性

の
指
標
に
は
食
料
自
給
力
を
用
い
た
上
で
、
そ
れ
を
担
保
す
る
政

策
手
段
と
し
て
直
接
支
払
い
を
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

3

食
料
の
合
理
的
な
価
格
形
成

次
に
、「
食
料
の
合
理
的
な
価
格
形
成
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
新
設
の
第
一
九
条
は
、
消
費
者
の
視
点
で
「
食
料
の
円
滑

な
入
手
の
確
保
」を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
新
設
の
第
二
三
章
は
、

生
産
者
の
視
点
で
「
食
料
の
持
続
的
な
供
給
に
要
す
る
費
用
の
考

慮
」
を
求
め
て
い
る
。
他
方
で
、
一
部
改
正
さ
れ
る
第
三
九
条
で

は
、
農
産
物
の
価
格
形
成
に
際
し
て
「
需
給
事
情
及
び
品
質
評
価

の
反
映
」と
い
う
市
場
原
理
を
規
定
し
て
い
る
。食
料
の
価
格
は
、

消
費
者
に
と
っ
て
は
安
い
ほ
ど
良
く
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
高
い

ほ
ど
良
い
一
方
で
、
多
く
は
市
場
原
理
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
で
三
つ
の
関
係
は
相
互
に
矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
改
正
法
は
そ
れ
ら
三
つ
を
単
に
併
記
し
た
だ
け
で
、
矛
盾

図3 食料自給率と食料自給力指標の推移

資料：農林水産省「食料需給表」、「令和4年度食料自給力指標について」を基に筆者作成

改正食料・農業・農村基本法の評価―参議院農林水産委員会での意見陳述から― ����

１３



の
解
消
策
を
示
し
て
い
な
い
。

食
料
の
価
格
形
成
の
問
題
は
、
長
期
的
に
は
デ
フ
レ
、
短
期
的

に
は
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
収
益
性
の
悪
化
に
起
因
し
、

そ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
対
策
が
あ
る
。
第
一
は
、
農
産

物
へ
の
価
格
転
嫁
で
あ
り
、
改
正
法
の
第
二
三
条
が
そ
れ
に
該
当

す
る
。
し
か
し
、
価
格
転
嫁
は
強
制
力
を
伴
わ
な
い
と
実
効
性
が

乏
し
い
が
、
現
実
に
は
独
占
禁
止
法
等
の
関
係
か
ら
価
格
転
嫁
を

強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仮
に
実
現
す
れ
ば
食
料
価
格
が
更
に

上
昇
し
、
特
に
低
所
得
者
が
打
撃
を
受
け
る
と
い
う
問
題
も
あ

る
。第

二
は
、
生
産
者
に
対
す
る
直
接
支
払
い
で
、
そ
の
一
例
と
し

て
民
主
党
政
権
下
で
実
施
さ
れ
た
米
に
対
す
る
戸
別
所
得
補
償
制

度
が
あ
る
。
図
4
に
は
、
生
産
者
と
消
費
者
に
対
す
る
そ
の
効
果

の
算
出
根
拠
を
示
し
た
（
荒
幡
、
二
〇
二
一
）。
そ
の
制
度
は
、

米
の
生
産
農
家
に
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
一
五
〇
〇
〇
円
を
支
払
う

も
の
で
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
反
収
を
五
三
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

す
れ
ば
、
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
単
価
は
一
六
八
九
円
に
な

る
。
そ
の
上
で
、
需
要
と
供
給
の
価
格
弾
性
値
を
用
い
る
と
、
手

取
り
価
格
の
上
昇
に
よ
る
生
産
者
の
利
益
は
、
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
六
七
一
円
な
の
に
対
し
て
、
市
場
価
格
の
下
落
に
よ
る
消

費
者
の
利
益
は
、
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
〇
一
八
円
に
な

る
。
重
要
な
の
は
、
生
産
者
に
対
す
る
直
接
支
払
い
は
、
そ
の
全

て
が
生
産
者
の
取
り
分
に
な
る
の
で
は
な
く
、
市
場
価
格
の
低
下

図4 米戸別所得補償制度の効果

資料：荒幡（2021）を基に筆者作成
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を
通
じ
て
消
費
者
に
も
利
益
が
及
ぶ
と
言
う
点
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
実
際
の
米
価
格
の
推
移
を
図
5
に
示
し
た
。
実
線

は
水
田
作
経
営
に
お
け
る
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
農
業
所
得
の
推

移
、
破
線
は
二
〇
二
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
米
の
消
費
者
物
価
指

数
の
推
移
で
あ
る
。
通
常
は
、
米
が
豊
作
に
な
る
と
価
格
が
下
落

す
る
た
め
生
産
者
の
所
得
は
低
下
し
、
そ
れ
を
受
け
て
翌
年
の
米

の
消
費
者
価
格
も
低
下
す
る
た
め
、
後
者
は
前
者
よ
り
一
年
遅
れ

で
連
動
す
る
。
し
か
し
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
実
施
さ
れ
た
二

〇
一
〇
年
や
二
〇
一
一
年
に
は
、
米
生
産
者
の
農
業
所
得
は
上
昇

す
る
一
方
で
、
米
の
消
費
者
価
格
は
低
下
し
た
。
つ
ま
り
、
直
接

支
払
い
で
市
場
価
格
が
低
下
す
る
の
は
経
済
理
論
に
沿
っ
た
当
然

の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
消
費
者
の
実
質
所
得
の
向
上
、

米
の
消
費
拡
大
、
輸
出
の
増
大
に
つ
な
が
る
点
で
、
現
行
の
施
策

よ
り
利
点
が
多
い
。
こ
う
し
た
結
論
は
、
二
〇
〇
九
年
に
当
時
の

石
破
茂
農
相
が
示
し
た
米
政
策
に
関
す
る
試
算
で
も
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
（
農
林
水
産
省
、
二
〇
〇
九
）。

食
料
価
格
の
低
下
は
、
特
に
所
得
が
低
い
世
帯
に
は
朗
報
と
な

る
。
図
6
に
は
、
消
費
支
出
額
に
占
め
る
食
料
支
出
額
の
割
合
で

あ
る
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
つ
い
て
、
二
〇
二
二
年
の
数
値
を
十
段
階

の
年
間
収
入
階
層
別
に
示
し
た
。
右
側
の
軸
に
示
し
た
エ
ン
ゲ
ル

係
数
は
、
最
も
所
得
の
低
い
階
層
で
は
三
二
な
の
に
対
し
て
、
最

も
所
得
の
高
い
階
層
で
は
二
二
と
一
〇
ポ
イ
ン
ト
も
の
差
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
食
料
価
格
の
上
昇
は
特
に
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
高
い

図5 米の生産者所得と消費者価格の推移

資料：農林水産省「農業経営統計調査」、総務省「消費者物価指数」基に筆者作成
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低
所
得
に
打
撃
と
な
る
た
め
、
価
格
転
嫁
が
無
条
件
に
肯
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。

筆
者
が
提
案
す
る
前
述
の
相
互
矛
盾
の
解
消
策
は
、
生
産
者
へ

の
直
接
支
払
い
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
相
続
税
、
法
人
税
、
所

得
税
の
よ
う
な
累
進
構
造
を
持
つ
税
を
引
き
上
げ
る
と
高
所
得
者

の
消
費
支
出
額
が
減
少
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を
財
源
と
し
た
生
産

者
へ
の
直
接
支
払
い
を
実
施
す
る
と
、
先
に
説
明
し
た
仕
組
み
で

消
費
者
の
食
料
価
格
が
低
下
し
食
料
支
出
額
が
減
少
す
る
。
つ
ま

り
、
一
定
の
金
額
が
高
所
得
者
か
ら
低
所
得
者
に
移
転
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
高
所
得
者
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
上
昇
す
る
一
方
で
、
低

所
得
者
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
低
下
す
る
た
め
、
そ
の
意
味
で
格
差

は
縮
小
す
る
。
な
お
、
最
近
の
円
安
に
よ
る
空
前
の
利
益
を
踏
ま

え
れ
ば
、
輸
出
企
業
へ
の
課
税
も
有
望
な
財
源
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
政
策
に
よ
っ
て
、
価
格
形
成
を
め
ぐ
る
相
互
矛
盾
は

解
消
す
る
。
ま
ず
、
消
費
者
は
食
料
価
格
が
低
下
し
、
特
に
低
所

得
者
が
利
益
を
受
け
る
。ま
た
、生
産
者
は
農
業
所
得
が
上
昇
し
、

農
業
の
収
益
性
が
改
善
す
る
。
更
に
、
直
接
支
払
い
は
政
府
が
価

格
に
介
入
し
な
い
た
め
、
市
場
原
理
を
損
な
う
こ
と
も
な
い
。
市

場
で
決
定
さ
れ
る
価
格
が
生
産
者
に
も
消
費
者
に
も
適
当
で
な
い

場
合
に
、
政
府
を
介
し
た
納
税
者
か
ら
の
所
得
移
転
に
よ
っ
て
、

市
場
原
理
を
尊
重
し
つ
つ
そ
れ
を
補
う
政
策
な
の
で
あ
る
。

図6 年間収入階級別のエンゲル係数（2022年）

資料：総務省「家計調査」（二人以上の世帯）基に筆者作成
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4

食
料
安
全
保
障
と
食
料
の
価
格
形
成
の
関
連

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
改
正
法
の
問
題
点
は
、
食
料

安
全
保
障
で
は
生
産
基
盤
の
新
た
な
強
化
策
が
示
さ
れ
ず
、
食
料

の
価
格
形
成
で
は
相
互
矛
盾
を
放
置
し
て
そ
の
解
消
策
が
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
両
者
の
解
決
策
は

関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
累
進
課
税
を
原
資
と
し
て
生
産
者
に

対
す
る
本
格
的
な
直
接
支
払
い
を
導
入
す
れ
ば
、
生
産
者
価
格
が

上
昇
す
る
一
方
で
消
費
者
価
格
は
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者

と
消
費
者
の
実
質
的
な
所
得
が
上
昇
し
、
生
産
基
盤
の
強
化
と
経

済
格
差
の
是
正
を
通
じ
て
改
正
法
の
意
味
で
の
食
料
安
全
保
障
が

確
保
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
直
接
支
払
い
は
食
料
安
全
保
障
と

食
料
の
価
格
形
成
に
対
す
る
一
挙
両
得
の
解
決
策
と
言
え
る
。
こ

う
し
た
直
接
支
払
い
は
世
界
標
準
の
政
策
で
あ
り
、
導
入
の
検
討

を
附
則
や
最
低
で
も
付
帯
決
議
に
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。

5

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
関
与

最
後
に
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
関
与
に
つ
い
て

付
言
す
る
。
現
行
法
の
第
一
四
条
に
基
づ
い
て
、「
食
料
・
農
業

・
農
村
の
動
向
」、「
講
じ
た
施
策
」、「
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
」

が
審
議
会
で
の
議
論
を
経
て
国
会
に
提
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
第
一
六
条
に
移
動
し
た
改
正
法
で
は
審
議
会
の
関
与
が
削
除

さ
れ
る
一
方
で
、
基
本
計
画
を
規
定
し
た
第
一
七
条
第
七
項
に

は
、「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る
事
項
の
目
標
」
に
関
す

る
達
成
状
況
の
公
表
が
追
加
さ
れ
た
が
、
審
議
会
の
関
与
は
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
結
果
、
基
本
法
に
基
づ
く
審
議
会
の
関
与

は
五
年
毎
に
策
定
さ
れ
る
基
本
計
画
の
み
と
な
り
、
政
策
の
透
明

性
や
説
明
責
任
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た

改
正
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。

引
用
文
献

荒
幡
克
己
（
二
〇
二
一
）「
規
制
と
市
場
原
理
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中
間
的
政
策
〜
米
生
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調
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の
五
〇
年
と
新
し
い
ポ
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シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
へ
の
道
程
」『
米
産
業
に
未
来
は

あ
る
か
』
農
政
調
査
委
員
会
、
八
〜
三
一
頁

農
林
水
産
省
（
二
〇
〇
九
）「
米
政
策
の
第
二
次
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
と

米
政
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の
方
向
」（
平
成
二
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年
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一
五
日
）
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1
�
三
つ
の
危
機
か
ら
み
た
基
本
法
改
正
の
歩
み

表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
〇
二
二
年
二
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
直
接
の
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
（
以
下
で
は
現
行
基
本
法
）
の
見
直
し
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
食
料
安
全
保
障
確
保
を
め
ざ
す
「
農
政
転
換
」
は
二

〇
二
四
年
五
月
二
九
日
の
改
正
基
本
法
の
可
決
（
公
布
・
施
行
六

月
五
日
）
と
関
連
三
法
（
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
等
）
の
六

月
一
四
日
の
可
決
に
よ
っ
て
第
一
段
階
が
終
了
し
た
。
そ
し
て
九

月
か
ら
の
基
本
計
画
の
策
定
と
二
〇
二
五
年
三
月
の
決
定
と
い
う

第
二
段
階
＝
実
施
段
階
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
農
政
転
換
は
自
民
党
農
林
族
の
食
料
安
全
保
障
の
危
機

に
対
す
る
鋭
い
政
治
的
感
覚
に
牽
引
さ
れ
て
、
自
民
党
主
導
と
い

う
形
で
の
政
治
主
導
で
進
行
し
た
が
（
農
業
団
体
は
そ
の
枠
内
で

の
陳
情
に
終
始
し
た
感
が
強
い
）、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
の
時
と

は
異
な
っ
て
官
邸
の
影
響
力
は
決
し
て
大
き
く
は
な
か
っ
た
⑴
。

そ
し
て
、
外
見
的
に
は
自
民
党
農
林
族
が
農
水
省
を
動
か
し
て
強

力
に
農
政
転
換
を
迫
り
、
農
業
予
算
の
増
額
に
結
実
す
る
よ
う
な

政
策
方
向
を
実
現
し
た
か
に
み
え
る
が
、
①
形
式
的
に
は
基
本
法

の
大
枠
の
理
念
や
政
策
方
向
に
ほ
と
ん
ど
変
更
は
な
く
、
文
言
の

み
の
微
修
正
に
終
わ
っ
て
お
り
、
②
政
策
内
容
的
に
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
農
政
の
継
続
・
強
化
と
い
う
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
て
、
③
現

場
農
業
者
（
農
業
団
体
）
か
ら
の
要
望
が
強
か
っ
た
適
正
な
価
格

形
成
の
よ
う
な
事
項
は
ほ
と
ん
ど
が
先
送
り
さ
れ
て
い
る
の
が
実

態
で
は
な
い
か
。
こ
の
意
味
で
は
食
料
安
全
保
障
確
保
と
い
う
大

命
題
を
骨
抜
き
に
し
て
基
本
法
改
正
の
中
で
ス
ル
ー
し
た
農
水
省

官
僚
の
「
政
治
力
」
の
巧
み
さ
が
光
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

以
下
で
は
改
め
て
、
第
一
に
、
日
本
の
食
料
・
農
業
・
農
村
が

改
正
基
本
法
と
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
は
食
料
安
保
を
担
保
し
う
る
の
か

―
気
候
・
戦
争
・
食
料
の
構
造
的
危
機
段
階
突
入
の
視
点
か
ら
照
射
す
る

谷
口
信
和

東
京
大
学
名
誉
教
授

������������������������� 農村と都市をむすぶ2024．7
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気
候
危
機
・
二
つ
の
戦
争
の
危
機
・
世
界
食
料
危
機
と
い
う
三
つ

の
危
機
が
輻
輳
す
る
重
大
な
歴
史
的
局
面
の
渦
中
に
あ
り
、
こ
の

歴
史
的
局
面
の
正
当
な
認
識
を
抜
き
に
し
て
は
「
食
料
安
全
保
障

の
確
保
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
を
や
や
詳
し
く
検
討

し
、
第
二
に
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
改
正
基
本
法
と
食
料
供
給
困

難
事
態
対
策
法
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
第
三
に
、
新
基
本
計

画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
課
題
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た

い
。⑴

傾
向
的
・
循
環
的
な
危
機
か
ら
構
造
的
な
危
機
へ
の
転
化

表
1
に
示
し
た
基
本
法
改
正
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
注
意
を

要
す
る
の
は
、
第
一
に
、
二
〇
二
二
年
二
月
の
自
民
党
に
お
け
る

食
料
安
保
の
検
討
開
始
か
ら
、
二
〇
二
三
年
五
月
の
検
証
部
会
に

お
け
る
中
間
取
り
ま
と
め
ま
で
わ
ず
か
一
年
三
か
月
で
基
本
法
改

正
の
大
枠
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
間
取
り
ま
と

め
と
最
終
取
り
ま
と
め
の
間
に
は
本
質
的
な
修
正
や
変
更
は
な

く
、
ほ
ぼ
中
間
取
り
ま
と
め
の
線
で
基
本
法
改
正
案
が
作
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
た
両
院
で
の
本
質
的
な
修
正
も
変
更
も
な
い
ま
ま
、

二
〇
二
四
年
五
月
に
可
決
・
成
立
し
た
。
こ
の
た
め
、
改
正
基
本

法
に
お
け
る
危
機
認
識
は
ほ
ぼ
二
〇
二
二
年
段
階
ま
で
の
そ
れ
で

止
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
第
二
に
、
ま
さ
に
中
間
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
二

〇
二
三
年
五
月
以
降
、
三
つ
の
危
機
は
そ
れ
ぞ
れ
が
一
段
と
進
化

す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
輻
輳
し
あ
っ
て
、
単
な
る
傾
向
的
・
循

環
的
な
危
機
か
ら
不
可
逆
的
な
性
格
を
も
つ
構
造
的
な
危
機
に
転

化
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
呑
気
に
傾
向
を
論
じ

た
り
、
次
は
い
つ
来
る
か
と
い
っ
た
問
題
の
立
て
方
の
没
歴
史
性

表1 三つの危機（気候・戦争・食料）の深化と食料・農業・
農村基本法改正の経緯

（出所）筆者作成。
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が
問
わ
れ
る
段
階
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
法
改

正
は
本
来
的
に
は
こ
う
し
た
構
造
的
な
危
機
の
最
新
局
面
に
対
す

る
実
態
認
識
を
ベ
ー
ス
に
し
て
構
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
気
候
変
動
に
即
し
て
い
え
ば
、
変
動change

の
段
階
か
ら
、
危
機crisis

の
段
階
へ
の
移
行
が
本
格
化
し
、
構

造
的
な
危
機
が
顕
在
化
す
れ
ば
い
つ
で
も
破
局catastrophe

に

陥
る
可
能
性
が
現
実
化
す
る
局
面
に
入
っ
た
こ
と
を
直
視
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
早
速
、
三
つ
の
危
機

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑵
気
候
危
機
の
最
新
局
面

図
1
は
北
日
本
の
四
〇
観
測
地
点
の
一
九
五
八
年
か
ら
二
〇
二

二
年
ま
で
の
六
五
年
間
の
七
月
の
平
均
気
温
を
取
り
、
六
五
年
間

の
平
均
か
ら
の
標
準
偏
差
σ
で
各
地
点
の
気
温
偏
差
を
指
数
化
し

た
も
の
の
平
均
で
あ
る
。マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
σ
未
満
の「
寒
い
夏
」

（
冷
夏
）
が
二
〇
〇
九
年
ま
で
は
時
々
発
生
し
て
お
り
、「
温
暖

化
」
と
い
う
実
態
認
識
を
打
ち
消
す
現
実
が
存
在
し
て
い
た
。
し

か
し
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
冷
夏
が
全
く
発
生
し
な
い
状
況
＝
気

候
の
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
が
起
き
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
三
重
大

学
立
花
研
究
室
）。
一
一
年
間
の
移
動
平
均
値
を
示
す
実
線
は
温

暖
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

こ
の
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
の
下
で
図
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
世
界

六
機
関
が
二
〇
二
三
年
の
年
間
平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
の
一
八

五
〇
〜
一
九
〇
〇
年
の
平
均
気
温
か
ら
最
も
高
い
水
準
に
、
突
出

し
た
形
で
到
達
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
は
＋
一
・
四
五
℃

（
誤
差
±
〇
・
一
二
℃
）、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動
サ
ー
ビ
ス

（
Ｅ
Ｕ
）
は
＋
一
・
四
八
℃
の
気
温
偏
差
を
提
示
し
て
お
り
、
パ

リ
協
定
に
よ
る
二
〇
三
〇
年
の
目
標
で
あ
る
一
・
五
℃
に
限
り
な

図1 北日本の40地点の1958～2022年の7月の平均
気温の標準偏差（σ）に対する倍数（各年）

（出所）天野美久、立花義裕、安藤雄太「2010年以降、北東ユーラシアにおける
冷涼な夏の発生を気候レジームシフトが防いでいるかどうかの考察」
Journal of Climate 36,23;10.1175/JCLI-D-23-0191.1.
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く
近
づ
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
う
し
た
事
態
は
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
の
マ
ウ

ナ
ロ
ア
天
文
台
で
観
測
さ
れ
る
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
が
二
〇
二

三
年
五
月
に
四
二
四
ｐ
ｐ
ｍ
に
達
し
て
、
過
去
八
〇
万
年
間
で
最

高
水
準
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
の
上
昇
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
を
考
え
る
上
で
図
4
の
気
象
庁
デ
ー
タ
は
極
め
て
興

味
深
い
。
大
船
渡
市
綾
里
の
一
九
八
七
年
の
三
五
一
・
五
ｐ
ｐ
ｍ

は
連
続
的
に
前
年
水
準
を
更
新
し
て
、
二
〇
二
三
年
に
は
四
二
五

・
〇
ｐ
ｐ
ｍ
に
ま
で
一
直
線
に
上
昇
し
、
観
測
史
上
最
高
を
記
録

し
た
。
細
部
を
読
み
取
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｏ
2

濃
度
の
序
列
は
綾
里＞

与
那
国
島＞

南
鳥
島
と
な
っ
て
お
り
、
日

本
列
島
や
大
陸
か
ら
の
距
離
と
の
相
関
関
係
が
示
さ
れ
て
い
て
、

人
が
住
む
と
こ
ろ
の
経
済
活
動
の
影
響
を
受
け
て
Ｃ
Ｏ
2
発
生
量

が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
、
図
5
に
示
さ
れ
た
世
界
の
北
緯
六
〇
度
か
ら
南
緯
六

〇
度
の
海
面
水
温
の
日
別
平
均
気
温
の
通
年
変
化
は
か
な
り
衝
撃

的
な
事
実
を
我
々
に
突
き
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
過
去

の
月
別
の
海
面
水
温
は
年
に
よ
り
高
低
が
あ
っ
て
、
年
と
と
も
に

単
純
な
高
温
化
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
か
ら
海
洋
は
人
類
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
2
の
約
四
分
の
一
を
吸
収

し
、
過
剰
な
熱
の
約
九
〇
％
を
吸
収
す
る
こ
と
か
ら
、
気
候
変
動

の
「
免
罪
符
」
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

図2 世界6機関による1850～1900年の世界の年平均気温との偏差（℃）

（注）WMO報告書をウエザーニュースが一部加工したもの。
（出所）https://weathernews.jp/s/topics/202401/170095/
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図3 大気中のCO2濃度の長期推移（80万年前から2023年5月の数値）

（注）NASA報告書をウエザーニュースが一部加工したもの。
（出所）図2に同じ。

図4 日本付近の3地点の大気中のCO2濃度（ppm）の推移（1987～2023年）

（注）大船渡市綾里、南鳥島、与那国島の3地点。
（出所）気象庁発表データを基にウエザーニュースが一部加工したもの。

https://weathernews.jp/s/topics/202403/290165/
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し
か
し
、
二
〇
二
三
年
五
月
四
日
か
ら
は
二
〇
二
四
年
五
月
ま

で
一
二
か
月
連
続
で
毎
日
の
最
高
気
温
を
更
新
し
続
け
て
お
り
、

そ
の
更
新
幅
が
著
し
く
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
二
〇
二
三
年
五
月
か
ら
の
こ
の
一
年
間
は
特
別
に
海
面
水
温

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
世
界
の
海
洋
が
大
量
の
Ｃ
Ｏ
2
や
熱
の
吸

収
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
局
面
に
突
入
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年
七
月
に
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総

長
が
も
は
や
地
球
温
暖
化
で
は
な
く
、「
地
球
沸
騰
化
」
だ
と
警

鐘
乱
打
し
た
の
は
こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

⑶
二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
勃
発

以
上
の
よ
う
に
気
候
危
機
が
深
化
す
る
な
か
で
二
〇
二
二
年
二

月
に
勃
発
し
、
大
方
の
期
待
や
予
想
を
裏
切
っ
て
戦
闘
が
継
続
し

て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
す
で
に
三
年
目
に
突
入
し
、
膨
大
な

量
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
を
通
じ
て
気
候
危
機
深
化
に
重
大
な
責
任
を
負

っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
は
さ
ら

に
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
が
勃
発
し
、
こ
ち
ら
も
幾
度
と
な
く

停
戦
の
期
待
を
抱
か
せ
る
交
渉
が
行
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
す
で

に
八
か
月
が
経
過
し
て
、
戦
争
終
結
へ
の
道
筋
は
容
易
に
は
展
望

で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
世
界
は
複
雑
な
形
で
の
分
断
と

対
立
が
、
諸
国
家
間
・
国
内
諸
勢
力
間
・
諸
民
族
間
・
諸
宗
派
間

で
引
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
で
持
続
的
な
経
済
活
動
が
攪
乱

さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
注
目
さ
れ
る
の
は
こ

う
し
た
戦
争
に
よ
る
危
機
（
国
際
対
立
）
と
気
候
危
機
が
連
動
す

る
形
で
の
新
た
な
リ
ス
ク
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

図
6
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
〇
二
三
年
の
異
常
気
象
で
パ
ナ
マ

図5 世界の北緯60度～南緯60度の海面水温の日別平均気温
通年変化（1979～2024年）

（注）2023年12月31日はのデータは2024年1月1日に接続する。
（出所）ERA5、コペルニクス気候変動サービス（欧州中期予報センター）のデータを

BBCが分析したもの。https://www.bbc.com/japanese/articles/cqvn6e9gdl0o
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運
河
周
辺
で
は
七
〇
年
来
の
異
常
渇
水
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
（
ガ

ル
フ
：
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
）
と
日
本
を
結
ぶ
穀
物
タ
ン
カ
ー
の

中
継
点
通
航
隻
数
は
二
〇
二
三
年
七
月
二
九
日
ま
で
は
パ
ナ
マ
ッ

ク
ス
三
六
隻
だ
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
二
四
年

一
月
一
五
日
ま
で
は
二
二
隻
に
ま
で
順
次
低
下
し
た
の
ち
、
一
月

一
六
日
か
ら
は
二
四
隻
、
三
月
二
五
日
か
ら
は
二
七
隻
、
五
月
一

六
日
か
ら
は
三
一
隻
、
六
月
一
日
か
ら
は
三
二
隻
と
徐
々
に
制
限

が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
が
完
全
復
活
と
ま
で
は
い
か
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ス
エ
ズ
運
河
を
経
由
す
る
と
一
八
日
、
南
米
喜
望

峰
回
り
だ
と
二
二
日
の
追
加
日
数
が
必
要
で
あ
り
、
遠
隔
化
と
チ

ャ
ー
タ
ー
料
金
の
高
騰
に
よ
る
運
賃
上
昇
の
影
響
が
か
な
り
大
き

い
。こ

う
し
た
中
で
、
ス
エ
ズ
運
河
・
紅
海
で
は
ガ
ザ
戦
争
の
影
響

で
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
派
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・
英
米
の
船
舶
攻

撃
、
英
米
の
反
撃
が
激
化
し
て
お
り
、
事
実
上
の
通
航
が
困
難
と

な
っ
て
、
欧
米
か
ら
の
海
上
輸
送
ル
ー
ト
は
喜
望
峰
回
り
へ
振
替

が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
気
候
危
機
と
戦
争
に
よ
る

対
立
の
危
機
が
ど
の
よ
う
な
形
で
結
び
つ
き
、
世
界
の
食
料
・
農

産
物
・
農
業
生
産
資
材
な
ど
の
輸
送
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
は
必
ず
し
も
容
易
に
は
予
測
が
で
き
ず
、
大
き
な
リ
ス
ク

要
因
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。

図6 日本への海上輸送ルートにおける航行リスクの発生状況

（出所）農水省「食料安全保障月報」第35号（2024年5月）、概要編4ページ。
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⑷

世
界
食
料
危
機
の
新
た
な
特
徴

今
回
の
世
界
食
料
危
機
（
二
〇
二
一
年
七
月
〜
）
は
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
二
〇
〇
六
〜
〇
八
年
の
そ
れ
に
続
く
二
回

目
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
今
回
は
化
学
肥
料
・
農
薬
・
飼
料

な
ど
の
農
業
生
産
素
材
の
輸
入
が
そ
れ
ら
の
有
力
産
出
国
で
あ
っ

た
ロ
シ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
か
ら
の
輸
入
制
限
・

途
絶
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
は
二
〇
二
二
年
二
月
末
）
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
点
が
新
し
い
点
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
今

回
初
め
て
農
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
食
料
安
全
保
障
を
取
り
上

げ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
弁
明
す
る
た
め
の
詭
弁
に
す
ぎ
ず
、
二

〇
〇
六
〜
〇
八
年
の
食
料
危
機
へ
の
対
応
が
実
は
「
一
過
性
」
の

も
の
だ
っ
た
こ
と
を
問
わ
ず
語
り
で
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
食
料
危
機
を
め
ぐ
っ
て
は
す
で
に
多
く
の
論
稿
も
あ

り
、
こ
こ
で
は
二
点
だ
け
食
料
危
機
が
構
造
的
な
危
機
の
段
階
に

入
っ
た
こ
と
を
示
す
指
標
に
触
れ
て
お
く
に
止
め
る
。

第
一
は
、
世
界
の
穀
物
需
給
が
単
年
度
ベ
ー
ス
で
み
る
と
極
め

て
厳
し
い
局
面
に
入
っ
た
中
で
食
料
危
機
が
発
生
し
て
い
る
点
で

あ
る
。

図
7
は
余
り
に
見
慣
れ
た
図
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

生
産
量
（
供
給
）
と
消
費
量
（
需
要
）
の
カ
ー
ブ
が
二
〇
一
七
／

一
八
年
度
あ
た
り
か
ら
ほ
と
ん
ど
重
な
り
合
い
、
単
年
度
需
給
が

綱
渡
り
的
状
況
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
界
の
期
末

在
庫
率
が
二
〇
二
四
／
二
五
年
度
で
み
る
と
二
七
・
一
％
と
Ｆ
Ａ

Ｏ
が
危
険
ラ
イ
ン
の
指
標
と
し
て
き
た
一
七
％
（
約
二
か
月
分
の

在
庫
）
を
大
幅
に
上
回
る
水
準
の
下
で
食
料
危
機
（
穀
物
価
格
高

騰
）
が
発
生
し
て
お
り
、
二
〇
〇
六
〜
〇
八
年
の
食
料
危
機
が
期

末
在
庫
率
一
七
・
一
％
で
発
生
し
た
の
と
は
状
況
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
事
情
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
有
力
な
リ

ー
ダ
ー
た
る
中
国
が
高
い
期
末
在
庫
率
を
確
保
す
る
戦
略
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

図
8
は
二
〇
二
四
／
二
五
年
度
の
世
界
の
穀
物
在
庫
率
は
二
七

・
一
％
で
あ
る
が
、
中
国
以
外
の
国
だ
け
を
と
る
と
一
一
・
九
％

に
止
ま
っ
て
お
り
、
厳
し
い
食
料
危
機
の
水
準
下
に
あ
る
反
面
、

中
国
の
そ
れ
は
七
〇
・
六
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
中

国
の
期
末
在
庫
率
の
著
し
い
上
昇
が
二
〇
〇
六
〜
〇
八
年
の
食
料

危
機
後
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年

に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
追
い
越
し
て
著
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き

た
人
口
大
国
の
中
国
が
食
料
安
全
保
障
を
重
視
し
、
二
〇
二
三
年

一
二
月
に
は
「
食
料
安
全
保
障
法
」
を
成
立
さ
せ
、
二
〇
二
四
年

六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
す
で
に
二
〇
二
二
年
度
実
績
で
米
と
小
麦
の
自
給
率
が

一
〇
〇
％
を
超
え
、
穀
物
全
体
で
も
九
五
％
超
に
達
し
て
い
る
中

で
、
国
内
生
産
を
強
化
し
、
備
蓄
を
積
み
増
す
だ
け
で
な
く
、
多

様
な
輸
入
先
確
保
に
乗
り
出
し
て
い
る
現
実
を
ど
う
評
価
す
る
か
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図7 穀物の世界需給の推移

（出所）農水省「食料安全保障月報」第35号（2024年5月）、概要編12ページ。

図8 穀物全体の期末在庫率（世界・中国・中国以外）

（出所）農水省「食料安全保障資料月報」第35号、概要編13ページ。
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が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

2
�
改
正
基
本
法
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
の
位
置

⑴
本
来
の
総
合
的
食
料
安
全
保
障
の
あ
り
方

と
こ
ろ
で
筆
者
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
目
標
は
総
合

的
食
料
安
全
保
障
の
確
立
で
あ
り
、
出
口
は
食
料
自
給
率
の
向
上

に
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
⑵
。
総
合
的
食
料
安
全
保
障
は
狭
義
と

広
義
の
二
つ
か
ら
な
り
、
狭
義
の
課
題
実
現
が
先
行
し
、
そ
れ
に

準
ず
る
形
で
広
義
の
課
題
が
追
求
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

狭
義
の
そ
れ
は
、
①
平
時
の
食
料
安
全
保
障
で
あ
り
、
食
料（
農

産
物
）
の
供
給
に
重
点
を
お
い
た
も
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
平
時
に

お
い
て
国
民
が
安
心
し
て
食
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
国
内
農
業

生
産
に
基
づ
く
食
料
自
給
率
を
国
民
が
納
得
で
き
る
水
準
に
維
持

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
こ
れ
に
備
蓄
（
こ
れ
は
国
産
・
輸
入

の
農
産
物
・
食
品
か
ら
形
成
さ
れ
る
）
と
輸
入
を
組
み
合
わ
せ
て

食
料
の
安
定
供
給
を
実
現
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。次

に
、
②
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
は
分
配
に
重
点
を
お
く
も

の
で
あ
り
、
農
産
物
・
食
品
調
達
に
困
難
を
生
じ
る
不
測
時
に
備

え
た
対
策
を
国
内
農
業
生
産
・
備
蓄
・
輸
入
の
全
分
野
に
わ
た
っ

て
平
常
時
か
ら
構
築
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
手
順
ま
で
の
具
体
化

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

広
義
の
そ
れ
は
、
③
飼
料
・
化
学
肥
料
・
農
薬
等
の
基
本
的
農

業
生
産
素
材
の
安
定
的
調
達
と
自
給
率
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
こ
で
も
供
給
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
上
で
、
④
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
困
難
を
抱
え
る
社
会
的

弱
者
・
地
域
等
へ
の
配
慮
の
対
策
が
構
築
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
こ
で
は
分
配
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
⑤
種
子
・
苗
木
・
種
畜
の
安
定
的
調
達
と
自
給
率
の

向
上
と
い
う
困
難
だ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
供
給
の
課
題
が
加
わ
る
も
の
で
あ
る
。

①
〜
⑤
の
課
題
は
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

も
た
ら
し
た
帰
結
と
し
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
反
省
と
批
判
の
上
に
克
服
す
べ
き
課

題
で
あ
り
、
そ
こ
に
地
産
地
消
が
有
す
る
特
別
の
意
義
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
序
列
に
配
慮
し
な
が
ら
、
同
時

か
つ
、
漸
進
的
に
実
現
し
て
自
給
率
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

⑵
改
正
基
本
法
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
の
位
置

1
改
正
基
本
法
は
食
料
安
保
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
た
の
か

そ
こ
で
、
改
正
基
本
法
が
こ
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
追
求
し
た

か
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
図
9
は
二
〇
一
五
年
の
基
本
計
画
の

説
明
図
で
あ
る
。
こ
の
時
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た
食
料
自
給
力
指

標
が
基
本
法
第
一
九
条
の
（
不
測
時
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
）

に
対
応
す
る
指
標
の
位
置
づ
け
を
も
つ
こ
と
を
提
起
し
た
も
の
で
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あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
食
料
自
給
率
は
食
料
安
全
保
障
の
枠
内

に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
と

い
う
基
本
法
第
二
条
第
二
項
に
対
応
す
る
も
の
と
把
握
さ
れ
て
い

る
。
事
実
上
の
平
時
の
安
全
保
障
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

食
料
安
全
保
障
概
念
を
も
っ
ぱ
ら
不
測
時
に
お
け
る
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
る
一
九
八
〇
年
以
来
の
伝
統
的
な
見
方
に
固
執
し
た
結

果
、
不
測
時
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
の
枠
内
に
「
総
合
的
な
食

料
安
全
保
障
の
確
立
」
と
い
う
課
題
が
書
き
込
ま
れ
る
お
か
し
な

こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
対
応
す
る
条
文
が
示
さ
れ
て
い
な
い
）。

こ
れ
は
民
主
党
政
権
時
の
二
〇
一
〇
年
基
本
計
画
で
提
起
さ
れ
た

「
総
合
的
な
食
料
安
全
保
障
」
と
い
う
考
え
方
を
密
輸
入
し
た
結

果
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
図
に
は
改
正
基
本
法
で
食
料
安
全
保
障
に
か
か
わ

る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
法
文
の
条
項
を
①
か
ら
⑮
ま
で
取
り

上
げ
て
、
関
連
個
所
に
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
第
一
に
、
食

料
安
全
保
障
の
根
幹
を
な
す
は
ず
の
国
内
農
業
生
産
、
備
蓄
に
関

し
て
は
、
従
来
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
③
が
、
輸
入
に「
安

定
的
な
」
と
い
う
修
飾
語
を
付
し
た
だ
け
で
、
何
ら
積
極
的
な
追

加
・
修
正
と
い
っ
た
対
応
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
目
瞭
然

で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
食
料
ア
ク
セ
ス
・
合
理
的
な
価

格
形
成
・
輸
入
・
輸
出
に
の
み
議
論
が
集
中
し
て
、
新
た
な
提
起

が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

図9 2015年基本計画における食料安全保障・食料自給率・食料自給力の関係

（注）①～⑮は改正基本法における食料安全保障関連条文などを図の関連個所に示したもの。
（出所）2015年基本計画の説明文書をもとに筆者作成。
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2
食
料
安
全
保
障
の
取
り
扱
い
の
特
徴

そ
こ
で
、
食
料
安
全
保
障
の
取
り
扱
い
の
全
体
的
な
特
徴
を
整

理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
改
正
基
本
法
は
そ
れ
ま
で
の
基
本
法
の
、（
平
時
の
）

食
料
安
定
供
給
の
確
保
と
不
測
時
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
を
一

体
化
し
て
（
平
時
と
不
測
時
に
ま
た
が
る
）
食
料
安
全
保
障
と
定

義
し
た
と
こ
ろ
に
前
進
面
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
不
測
時
の
措
置
と
し
て
食
料
供
給
困

難
事
態
対
策
法
（
困
難
事
態
対
策
法
）
へ
の
リ
ン
ク
を
示
す
第
二

四
条
を
追
加
し
た
も
の
の
、
他
方
で
は
平
時
の
食
料
安
全
保
障
＝

食
料
自
給
率
向
上
の
位
置
づ
け
を
大
幅
に
後
退
さ
せ
る
と
い
う
重

大
な
欠
陥
を
有
す
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
二
に
、
輸
出
に
よ
る
国
内
食
料
供
給
能
力
の
維
持
を
通
じ
て

食
料
安
保
を
達
成
す
る
と
い
う
倒
錯
的
な
政
策
方
向
が
強
調
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
政
府
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
食
料
輸
入
国

の
立
場
と
し
て
強
調
し
て
き
た
の
は
、
食
料
危
機
な
ど
の
事
態
が

発
生
し
た
と
き
に
食
料
輸
出
国
が
自
国
へ
の
供
給
を
優
先
し
て
、

食
料
の
輸
出
禁
止
措
置
を
取
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
国
内
市
場
が
狭
隘
だ
か
ら
、
普
段
は
農
産
物
を
輸

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
食
料
供
給
能
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

て
お
い
て
、
食
料
が
不
足
す
る
よ
う
な
「
不
測
時
」
に
は
輸
出
農

産
物
を
国
内
供
給
に
回
す
と
い
う
の
は
先
の
食
料
輸
出
国
へ
の
要

請
と
抵
触
す
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念

を
生
じ
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
三
に
、
国
内
農
業
生
産
と
備
蓄
に
関
し
て
は
従
来
の
文
言
の

踏
襲
・
継
続
に
止
ま
り
、
新
機
軸
も
新
た
な
提
案
も
な
い
。
こ
こ

に
は
食
料
安
全
保
障
が
本
来
的
に
は
国
民
＝
消
費
者
の
問
題
で
あ

っ
て
、
国
民
的
な
運
動
に
よ
っ
て
こ
れ
を
実
現
す
る
と
い
う
視
点

が
欠
如
し
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
者
・
食
品
産
業
事
業
者
に
よ
る
対
応

に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
四
に
、
農
業
生
産
の
担
い
手
の
位
置
づ
け
に
関
し

て
は
本
質
的
な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
従
来
か

ら
の
「
効
率
的
で
安
定
的
な
経
営
体
」
に
加
え
て
、「
そ
れ
以
外

の
多
様
な
農
業
者
」
が
農
業
生
産
の
担
い
手
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

よ
う
に
み
え
る
（
第
二
六
条
第
二
項
）。
し
か
し
、
二
〇
二
〇
年

の
基
本
計
画
に
お
い
て
も
担
い
手
の
他
に
、「
そ
の
他
の
多
様
な

経
営
体
」（
継
続
的
に
農
地
利
用
を
行
う
中
小
規
模
の
経
営
体
や

農
業
を
副
業
的
に
営
む
経
営
体
（
地
域
農
業
に
貢
献
す
る
半
農
半

Ｘ
等
））
が
提
案
さ
れ
て
は
い
た
が
、
す
で
に
四
年
が
過
ぎ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
支
援
さ
れ
た
り
、
活
躍
し
て
い

る
姿
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
誰
が
食
料
安
保
を
支
え
る
担
い
手
な
の
か
と
い
う
問
題
が
困

難
対
策
法
の
対
象
者
と
の
関
連
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

3
第
二
四
条
「
不
測
時
に
お
け
る
措
置
」
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不
測
時
へ
の
対
応
を
示
す
独
立
の
法
律
が
「
食
料
供
給
困
難
事

態
対
策
法
」
な
の
だ
が
、
こ
の
法
律
の
第
一
条
（
目
的
）
よ
り
も

改
正
基
本
法
第
二
四
条
の
方
が
分
か
り
や
す
い
の
で
、
こ
ち
ら
で

検
討
し
て
お
く
。「
国
は
、
凶
作
、
輸
入
の
減
少
等
の
不
測
の
要

因
に
よ
り
国
内
の
食
料
の
供
給
が
不
足
し
国
民
生
活
の
安
定
及
び

国
民
経
済
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
事
態
の
発
生
を
で
き

る
限
り
回
避
し
・
・
・
こ
れ
ら
の
事
態
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
か
ら
、
関
係
行
政
機
関
相
互
間
の
連
携
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
備
蓄
す
る
食
料
の
供
給
、
食
料
の
輸
入
の
拡

大
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
・
・
・
。」
と
し
、
さ
ら
に
第

二
項
に
お
い
て
「
国
民
が
最
低
限
必
要
と
す
る
食
料
の
供
給
を
確

保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
食
料
の
増
産
、
流

通
の
制
限
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
・
・
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。

第
一
項
は
、
凶
作
に
よ
る
国
内
農
業
生
産
の
減
少
と
輸
入
の
減

少
に
よ
る
食
料
の
国
内
供
給
の
不
足
に
対
し
て
、
備
蓄
か
ら
の
供

給
と
輸
入
拡
大
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

相
対
的
に
対
応
が
可
能
な
施
策
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
項
は
、
増
産
や
流
通
制
限
と
い
っ
た

経
済
過
程
へ
の
行
政
的
介
入
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
私
権
や
営
業

の
自
由
の
制
限
に
踏
み
込
ん
だ
、
よ
り
複
雑
な
施
策
が
考
慮
さ
れ

て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
の
問
題
は
第
一
に
、
困
難
事
態
を
惹
起
す
る
要
因
が
凶

作
・
輸
入
減
少
等
の
わ
ず
か
な
不
測
の
要
因
し
か
掲
げ
て
お
ら

ず
、
今
日
的
な
リ
ス
ク
要
因
へ
の
十
分
な
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ

な
い
こ
と
、
第
二
に
、
困
難
事
態
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認

め
た
と
き
か
ら
、
行
政
機
関
の
連
携
を
図
り
、
必
要
な
施
策
を
講

じ
る
と
し
て
い
る
が
、「
い
つ
認
め
る
の
か
」
と
い
っ
た
基
本
的

な
問
題
が
定
か
で
は
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
平
時
に
お
け
る
増
産

や
備
蓄
に
つ
い
て
の
従
来
通
り
の
対
応
で
、
不
測
時
の
増
産
や
備

蓄
の
十
分
な
対
応
が
可
能
な
の
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
あ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
点
に
つ
い
て
は
3
で
触
れ
た
い
。

3
�
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障

⑴
不
測
時
の
予
測
可
能
性
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

法
案
の
背
景
を
説
明
す
る
文
書
（
概
要
）
を
読
ん
だ
と
き
、
正

直
に
言
っ
て
筆
者
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。「
食
料
に
つ
い
て
は
、
異

常
気
象
等
の
兆
候
を
捉
え
る
こ
と
で
供
給
不
足
を
事
前
に
予
想
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
当
該
兆
候
を
捕
捉
し
た
早
期
の
段
階
か

ら
、
事
態
の
深
刻
度
に
応
じ
た
食
料
供
給
確
保
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
必
要
」
だ
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
異
常
気
象
の
予
兆

と
は
何
を
さ
し
、
事
前
予
測
は
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

自
然
災
害
を
と
っ
て
も
、
地
震
・
噴
火
・
洪
水
・
旱
魃
・
異
常
高

低
温
・
山
林
火
災
か
ら
伝
染
病
の
発
生
ま
で
実
に
多
様
な
リ
ス
ク

が
日
常
茶
飯
事
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
予
測
が

効
果
的
に
で
き
た
と
い
う
話
を
余
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
例
え
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ば
、
本
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
が
そ
う
だ
。

ま
た
、
戦
争
・
紛
争
等
の
社
会
的
・
人
為
的
災
害
は
果
た
し
て

予
知
で
き
た
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
ガ
ザ
戦
争
だ
っ
て
、
後

知
恵
で
あ
れ
こ
れ
論
じ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
開
始
の
正
確
な
事

前
予
想
は
著
し
く
困
難
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
そ
前
提
に
し
た
議
論

を
出
発
点
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
上
述
し
た
二
〇
二
三
年
五

月
四
日
か
ら
の
海
面
水
温
の
史
上
最
高
値
更
新
の
事
実
は
分
か
っ

た
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
不
測
の
事
態
に
結
果
す
る

の
か
の
予
測
は
困
難
だ
と
考
え
て
、
ど
う
い
う
対
応
が
必
要
か
を

考
え
る
こ
と
が
議
論
の
出
発
点
に
く
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑵
食
料
自
給
率
が
低
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
ど
う
み
る
か

困
難
事
態
対
策
法
の
第
二
、
四
条
に
お
け
る
食
料
供
給
困
難
兆

候
は
ど
の
時
点
で
把
握
で
き
る
の
か
？
改
正
基
本
法
は
第
二
条
の

食
料
安
全
保
障
で
、
第
二
項
の
食
料
の
供
給
に
先
立
っ
て
、
第
一

項
で
食
料
ア
ク
セ
ス
を
位
置
づ
け
、
食
料
の
生
産
よ
り
も
分
配
を

重
視
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
一
九
八
〇
年
以
来
続
い
て
い
る
食
料
安
全
保
障
の
思
想
＝

備
蓄
は
輸
入
に
よ
り
構
築
す
る
考
え
方
を
転
換
す
る
こ
と
で
は
な

い
の
か
。

一
九
九
五
年
の
新
食
糧
法
で
初
め
て
国
産
米
の
流
通
在
庫
で
は

な
く
、
備
蓄
と
い
う
考
え
方
が
法
認
さ
れ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
は

広
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
食
料
安
保
は
国
内
生
産
と

そ
れ
基
づ
く
備
蓄
に
依
拠
す
る
時
代
に
移
行
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

表
2
に
、
日
本
の
穀
物
自
給
率
・
期
末
在
庫
率
な
ど
を
ア
メ
リ

カ
・
世
界
と
比
較
す
る
簡
単
な
計
算
結
果
を
示
し
た
。
日
本
の
場

合
、
海
外
か
ら
の
輸
入
が
一
挙
に
途
絶
す
る
が
、
国
内
生
産
は
平

年
作
が
確
保
さ
れ
た
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
期
間
の
穀
物
消
費
が

可
能
か
を
試
算
し
て
み
た（
た
だ
し
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
在
庫
（
四
〇
〇
万
ト
ン
と
仮
定
し
た
）
と
国

内
生
産
（
九
三
四
万
ト
ン
）
に
よ
っ
て
、
一
三
三
四
万
ト
ン
が
確

保
で
き
る
と
総
消
費
量
の
四
〇
％
、
つ
ま
り
五
か
月
だ
け
生
き
延

び
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
期
末
在
庫
率
一
二
・

二
％
は
一
・
五
か
月
分
の
消
費
量
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
日
本
が
常
に
輸
入
依
存
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
を
み
る
と
、
期
末
在
庫
率
は
一
二
・
八
％
で
日
本
と

余
り
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
第
一
に
、
国
内
生
産
量
が
仮
に
凶

作
で
五
六
・
二
％
に
ま
で
低
下
し
た
と
し
て
も
（
二
・
二
八
億
ト

ン
）、
輸
出
分
（
〇
・
六
八
億
ト
ン
）
と
在
庫
分
（
〇
・
五
四
億

ト
ン
）
を
合
わ
せ
て
三
・
五
億
ト
ン
と
な
り
、
消
費
量
を
カ
バ
ー

で
き
る
か
ら
、
一
切
の
輸
入
に
依
存
し
な
い
で
一
年
間
生
き
延
び

ら
れ
る
。
第
二
に
、
仮
に
生
産
量
＋
輸
出
量
＋
期
末
在
庫
量
＝
五

・
二
八
億
ト
ン
を
全
て
消
費
に
回
せ
ば
、
一
年
半
生
き
延
び
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

彼
我
の
差
は
余
り
に
大
き
い
た
め
、
余
り
参
考
に
は
な
ら
な
い
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か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
決
定
的
な
差
を
生
み
出
し
て
い
る

の
は
や
は
り
国
内
生
産
量
の
差
で
あ
る
こ
と
は
肝
に
銘
じ
て
お
い

て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑶
困
難
事
態
対
策
法
の
そ
の
他
の
論
点

そ
の
他
の
論
点
と
し
て
三
つ
ほ
ど
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
米
穀
・
小
麦
・
大
豆
等
が
特
定
食
料
と
し
て
、
生
産

・
輸
入
・
流
通
・
備
蓄
（
在
庫
）
の
政
策
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
一
九
九
三
年
の
「
平
成
の
米
騒
動
」
の
折
に
は
三
〇
〇

万
ト
ン
弱
の
タ
イ
米
が
緊
急
輸
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
が
適
切

に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
備
蓄
を

こ
れ
ら
の
農
産
物
・
食
品
に
狭
め
る
こ
と
な
く
多
様
な
農
林
水
産

物
で
実
施
す
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

に
は
乾
燥
食
品
・
冷
凍
食
品
・
レ
ト
ル
ト
食
品
等
が
も
っ
と
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
需
給
状
況
の
報
告
徴
収
、
出
荷
販
売
等
の
要
請
と
罰

則
規
定
の
厳
し
さ
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
点
に
細
心
の
注
意

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営

体
以
外
の
多
様
な
生
産
者
に
ま
で
困
難
事
態
対
策
法
の
対
象
を
拡

大
し
て
い
る
こ
と
と
、
担
い
手
政
策
に
お
け
る
選
別
路
線
の
継
続

に
は
明
ら
か
な
齟
齬
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
総
合
的
な
備
蓄
の
考
え
方
と
称
し
て
、
海
外
の
生
産

農
地
（
日
本
向
け
契
約
栽
培
）
＋
海
外
の
倉
庫
の
在
庫
＋
海
外
か

表2 2022／23年度の世界とアメリカ・日本の穀物需給状況

（注）総合食料自給率のみ2020年。日本の輸出量は純輸入量を示す。
（出所）食料需給表及び米国農務省等需給報告（2024．5）により、一部筆者算出。

世界 アメリカ 日本
100万トン 割合 ％ 100万トン 割合 ％ 万トン 割合 ％

生産量 2，755 100 406 100 934 100
消費量 2，771 99．4 350 86．2 3，290 352．2
輸出量 ― ― 68 16．7 ▲2，355 ▲253．1
期末在庫量 782 28．2 54 13．3 400？ ？
期末在庫率％ 28．2 ― 12．8 ― 12．2？ ？
穀物自給率％ 99．4 ― 116．0 ― 28．4 ―
総合食料自給率％ ― ― 115 ― 37 ―
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ら
の
輸
送
過
程
ま
で
を
在
庫
に
含
め
る
よ
う
な
、
事
業
者
に
ば
か

り
視
線
を
送
る
の
を
止
め
て
、
国
民
参
加
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
型

の
備
蓄
運
動
を
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
も
一
層
強
化
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
ろ
う
。

4
�
新
た
な
基
本
計
画
に
お
け
る
課
題

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
新
基
本
計
画
策
定
と

い
う
第
二
段
階
に
移
行
す
る
農
政
改
革
に
は
余
り
期
待
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
次
の
基
本
法
改
正
は

最
も
重
要
な
こ
と
の
多
く
が
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
総

合
食
料
自
給
率
以
外
の
新
た
な
食
料
安
全
保
障
指
標
の
決
定
と
導

入
が
新
基
本
計
画
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
、
現
行
の
総
合
食
料
自
給
率
指
標
に
つ
い

て
、
改
め
て
引
き
上
げ
の
必
要
性
が
本
当
に
な
い
の
か
、
あ
る
と

す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
水
準
が
求
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
作
目
・

畜
種
で
そ
れ
を
実
現
す
る
の
か
と
い
っ
た
食
料
安
全
保
障
の
根
幹

に
関
わ
る
課
題
も
ま
た
先
送
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
中
に
は
水
田
農
業
政
策
の
あ
り
方
や
、
飼
料
用
米
と

麦
・
大
豆
・
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
振
興
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
直

接
支
払
い
を
通
じ
た
所
得
補
償
と
環
境
支
払
い
の
関
係
の
交
通
整

理
な
ど
幾
多
の
農
政
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
し
た
真
摯
な
農
政
課
題
の
洗
い
出
し
と
解
決
方
向
の
探

求
の
彼
方
に
し
か
、
日
本
農
業
と
食
料
の
未
来
は
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

注⑴

奥
原
正
明
氏
は
筆
者
と
は
基
本
的
な
立
場
が
一
八
〇
度
異
な
っ
て
は
い

る
が
、
今
回
の
基
本
法
改
正
が
自
民
党
主
導
型
で
出
発
し
、
政
府
は
こ
れ

に
追
随
し
て
き
た
構
図
で
あ
る
と
い
う
点
を
含
め
、
法
改
正
が
食
料
安
全

保
障
を
強
化
し
な
い
と
い
う
点
な
ど
、
少
な
く
な
い
分
野
で
評
価
を
同
じ

く
し
て
い
る
。
奥
原
正
明「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
案
の
論
点
」

『
農
林
水
産
法
研
究
』
第
三
号
（
臨
時
増
刊
号
）、
二
〇
二
四
年
三
月
、
四

一
〜
四
二
ペ
ー
ジ
。

⑵

こ
の
点
を
や
や
整
理
し
た
形
で
包
括
的
に
述
べ
た
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た

い
。
谷
口
信
和
「
基
本
法
見
直
し
の
真
髄
と
は
何
か
―
み
ど
り
戦
略
を
土

台
と
し
た
基
本
理
念
の
確
立
―
」
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
『
日
本
農

業
の
動
き
二
二
一

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

ど
う
見
直
す
の
か
』

農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
二
四
年
二
月
、
報
告
三
八
―
六
七
ペ
ー
ジ
、

質
疑
六
七
―
七
八
ペ
ー
ジ
。

改正基本法と食料供給困難事態対策法は食料安保を担保しうるのか �������
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は
じ
め
に

改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
五
月
二
九
日
に
参
議
院
で

可
決
、
成
立
し
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。
本
稿
は
四
月
二
四
日
に
衆

議
院
会
館
で
行
っ
た
国
会
議
員
の
方
た
ち
を
対
象
と
す
る
改
正
基

本
法
に
関
す
る
学
習
会
で
の
話
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
が
、
そ
の

後
国
会
で
の
審
議
な
ど
も
踏
ま
え
て
再
録
す
る
。

1
�
基
本
法
改
正
に
関
す
る
私
の
ス
タ
ン
ス

こ
れ
ま
で
も
本
誌
二
三
年
一
月
号
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
の
見
直
し
を
め
ぐ
っ
て
」（
座
談
会
）、
お
よ
び
二
四
年
三
月

号「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し（
新
基
本
法
の
策
定
）

を
め
ぐ
っ
て
―
多
様
な
農
業
人
材
の
育
成
、
経
営
安
定
対
策
の
充

実
―
」
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
基
本
法
見
直
し
に
必
要
性
・
緊
急

性
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
と
い
う
の
が
、
今
更
な
が
ら
私
の
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

む
し
ろ
喫
緊
の
課
題
は
、
生
産
基
盤
（
担
い
手
、
農
地
）
の
脆

弱
化
―
崩
壊
の
一
歩
手
前
の
危
機
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の

解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
実
行
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と

は
、
現
行
基
本
法
で
も
、
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
、
行

う
べ
き
こ
と
は
、

1

農
地
を
基
礎
と
し
た
直
接
支
払
制
度
の
全
面
的
な
導
入

2

安
定
的
な
経
営
継
続
の
た
め
の
所
得
補
償
制
度
の
導
入

3

上
記
と
連
動
し
た
政
策
の
グ
リ
ー
ン
化

と
考
え
る
。

立
憲
民
主
党
は
衆
参
両
院
に
お
い
て
修
正
案
を
提
出
し
て
お

り
、
参
議
院
で
は
国
民
民
主
党
と
共
同
提
案
し
た
が
、
と
も
に
否

決
さ
れ
て
い
る
。
修
正
案
自
体
は
、
持
続
的
な
農
業
生
産
活
動
が

可
能
な
農
業
所
得
の
確
保
に
よ
る
農
業
経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
る

改
正
基
本
法

―
多
様
な
農
業
人
材
の
育
成
、
経
営
安
定
対
策
の
充
実
を
巡
っ
て
―

小
林
信
一

静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
大
学

������������������������� 農村と都市をむすぶ2024．7
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べ
き
こ
と
や
、
農
業
に
従
事
す
る
者
の
人
権
へ
の
配
慮
が
含
ま
れ

て
お
り
、
法
律
に
含
ま
れ
る
べ
き
内
容
だ
っ
た
。

2
�
農
業
基
本
法
六
〇
年
の
帰
結

一
九
六
一
年
に
農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
六
〇
年
以
上
が
経

過
し
た
。
農
業
基
本
法
で
は
、
所
得
の
農
工
間
格
差
解
消
を
目
指

し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
な
ど
の
所
得
と
同
程
度
の
所
得
を
農

業
で
稼
げ
る
自
立
経
営
農
家
育
成
を
目
標
と
し
た
。
そ
の
方
策
と

し
て
、
当
時
需
要
が
伸
長
す
る
と
見
ら
れ
た
果
樹
・
畜
産
・
施
設

園
芸
な
ど
に
、
従
来
の
米
麦
作
か
ら
農
家
を
誘
導
す
る
選
択
的
拡

大
政
策
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
国
に
よ
る
大
型
低
利

融
資
で
あ
る
制
度
融
資
や
価
格
支
持
政
策
（
畜
産
で
は
、
畜
産
物

価
格
安
定
法
な
ど
）
が
創
設
さ
れ
た
。
結
果
的
に
、
自
立
経
営
農

家
の
育
成
は
、
畜
産
な
ど
で
大
型
専
業
経
営
に
よ
る
達
成
が
あ
っ

た
が
、
全
体
と
し
て
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
農
工
間
所

得
格
差
解
消
は
、
農
家
の
総
兼
業
化
に
よ
っ
て
達
成
し
た
と
も
い

え
る
。

一
九
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
で

は
、「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」、「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」、「
農

業
の
持
続
的
な
発
展
」、「
農
村
の
振
興
」
が
柱
と
な
っ
た
。
こ
の

改
定
の
背
景
に
は
一
九
八
六
年
に
開
始
さ
れ
、
一
九
九
五
年
ま
で

続
い
た
ガ
ッ
ト
―
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
へ

の
対
応
が
あ
っ
た
。
農
業
の
多
面
的
機
能
が
新
た
に
入
れ
ら
れ
た

が
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
そ
の
結
果
と
し
て
価
格
支
持
政
策
か
ら
直
接

支
払
い
へ
の
全
面
的
移
行
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
い
な
ど
限
定
的
に
導
入
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
全

体
と
し
て
保
護
水
準
は
低
下
し
た
。

今
回
の
改
正
基
本
法
の
柱
と
し
て
は
、「
食
料
安
全
保
障
の
確

保
」、「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」、「
農
業

の
持
続
的
な
発
展
」、「
農
村
の
振
興
」、「
安
定
的
輸
入
確
保
と
輸

出
促
進
」、「
ス
マ
ー
ト
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
」
な
ど
に

な
っ
て
い
る
。
輸
出
促
進
や
ス
マ
ー
ト
技
術
活
用
な
ど
の
目
新
し

い
項
目
が
入
っ
た
が
、
他
の
項
目
と
レ
ベ
ル
が
違
う
、
い
わ
ば
戦

術
的
な
項
目
で
は
な
い
か
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
内
生
産
基
盤
強
化
に
つ
い
て
の

議
論
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
改
正
に
危

惧
を
覚
え
る
。
こ
の
六
〇
年
を
振
り
返
り
、
国
内
生
産
基
盤
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
表
1
で
確
認
し
た
い
。
ま
ず
食
料
自
給

率
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
一
九
六
〇
年
の
七
九
％

か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
四
〇
％
に
ま
で
落
ち
込
み
、
二
〇
二
三
年
の

直
近
の
数
値
は
三
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
六
〇
年
で
半
減
し
た
こ

と
に
な
る
。
食
料
自
給
率
を
支
え
る
農
地
面
積
は
同
時
期
に
そ
れ

ぞ
れ
六
〇
七
万
ha
か
ら
四
八
三
万
ha
、
四
三
〇
万
ha
へ
と
約
二
／

三
と
な
り
、
基
幹
的
従
事
者
数
に
至
っ
て
は
、
一
一
七
五
万
人
か

ら
二
三
四
万
人
、
一
一
六
万
人
へ
と
一
割
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
数
値
を
見
た
だ
け
で
も
、
こ
の
六
〇
数
年
間
に
如
何
に
国
内

改正基本法―多様な農業人材の育成、経営安定対策の充実を巡って― ������
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生
産
基
盤
が
ぜ
い
弱
化
し
た
か
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
前
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
農
地
の
み
で
な
く
林
地
も
併

せ
た
農
林
地
と
し
て
一
体
的
に
考
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
林
地
の

荒
廃
も
本
誌
二
十
二
年
七
月
森
林
特
集
号
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に

す
さ
ま
じ
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、

新
た
に
野
生
鳥
獣
対
策
が
第
四
八
条
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
点
は

後
述
し
た
い
。

3
�
畜
産
・
酪
農
の
危
機

畜
産
・
酪
農
経
営
は
現
在
経
営
悪
化
と
負
債
固
定
化
の
恐
れ
に

直
面
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
①
飼
料
価
格
高
騰
、
個
体
価
格

低
下
と
②
野
放
図
な
規
模
拡
大
政
策
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
模
拡
大
を
含
む
過
大
投
資
は
一
方
で
は
バ
ブ
ル
に
踊
ら
さ
れ
た

面
と
他
方
で
は
生
産
回
復
至
上
主
義
―
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
の
結
果

で
あ
る
。

生
乳
生
産
は
一
九
九
〇
年
代
の
八
六
〇
万
ト
ン
台
か
ら
七
二
〇

万
ト
ン
台
ま
で
減
少
し
た
が
、
近
年
七
五
〇
万
ト
ン
ま
で
回
復
し

た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
北
海
道
が
都
府
県
を
抜
き
、
現
在
六
割
近

く
を
占
め
る
。
そ
の
北
海
道
も
道
東
・
道
北
が
八
割
を
占
め
、
全

体
と
し
て
特
産
地
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
危
機
へ
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
二
〇
一
八
年
の
全
道
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
に
よ
る
首
都
圏
の
牛
乳
供
給
の
混
乱
が
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
都
府
県
で
は
大
規
模
層
の
シ
ェ
ア
が
増
加
し
、
全
体
と
し
て

表1 基本法以降60年の帰結

2023年

38

430

116

2000年

40

483

234

1960年

79

607

1，175

単位

％

万ha

万人

項 目

食料自給率（カロリーベース）

農地面積

基幹的農業従事者数
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さ
ら
に
輸
入
購
入
飼
料
依
存
が
深
ま
り
、
そ
れ
だ
け
リ
ス
ク
が
増

加
し
て
い
る
。

酪
農
家
一
戸
当
た
り
所
得
は
、
頭
数
規
模
の
拡
大
も
あ
り
、
右

上
が
り
傾
向
だ
っ
た
（
図
1
）。
し
か
し
、
新
基
本
法
制
定
、
酪

農
で
は
酪
農
乳
業
政
策
大
綱
に
よ
る
政
策
改
変
が
あ
っ
た
二
〇
〇

〇
年
以
降
は
低
下
に
転
じ
た
。
二
〇
一
〇
年
代
以
降
は
、
生
乳
の

ひ
っ
迫
も
あ
り
所
得
は
急
上
昇
し
た
が
、
近
年
急
落
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
乳
価
制
度
の
変
更
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

肉
牛
肥
育
経
営
に
お
い
て
も
一
頭
当
た
り
販
売
価
格
は
一
三
〇

万
円
以
上
に
な
っ
た
が
、
子
牛
価
格
・
飼
料
費
高
騰
に
よ
り
、
二

二
年
の
所
得
は
わ
ず
か
七
千
円
／
頭
に
ま
で
下
落
し
た（
図
2
）。

経
営
悪
化
の
要
因
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
販
売
価
格
下
落
と
飼

料
費
等
コ
ス
ト
高
騰
が
指
摘
で
き
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
も
酪
農

は
負
債
固
定
化
問
題
に
逢
着
し
た
。
当
時
北
海
道
の
酪
農
家
の
一

／
三
は
、
実
質
的
に
経
営
が
破
綻
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た

多
く
の
肉
畜
経
営
も
多
額
の
負
債
に
よ
っ
て
倒
産
し
、
そ
の
影
響

は
農
協
の
経
営
危
機
と
し
て
も
現
れ
た
。
当
時
は
負
債
固
定
化
問

題
の
教
訓
か
ら
、
農
協
で
は
組
合
長
直
轄
の
組
織
を
作
っ
て
、
当

該
農
家
に
各
部
署
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
や
、
農
家
の

経
営
実
態
把
握
や
経
営
改
善
の
た
め
に
、
畜
産
経
営
診
断
事
業
の

展
開
と
そ
れ
を
核
と
し
て
事
業
方
式
を
行
っ
た
経
済
連
も
あ
っ

た
。
現
在
、
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
た
規
模
拡
大
は
過
剰
投

図1 酪農家1戸あたり酪農所得の推移

資料：畜産物価格統計
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資
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
経
営
実
態
を
把
握
す
る
体
制
は
弱
体

化
し
て
い
る
。

4
�
経
営
安
定
政
策
に
つ
い
て
（
畜
産
）

基
本
法
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
経
営
安
定
政
策
に
つ
い

て
、
酪
農
で
の
こ
の
間
の
状
況
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の

弱
体
化
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
①
不
足
払

い
制
度
の
廃
止
、
②
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
の
廃
止
、
③
輸

入
自
由
化
と
需
給
調
整
機
能
の
マ
ヒ
で
あ
る
。
輸
入
自
由
化
は
チ

ー
ズ
関
税
の
低
下
に
伴
う
抱
合
せ
関
税
方
式
の
無
力
化
に
よ
っ

て
、
今
後
国
産
チ
ー
ズ
の
生
産
減
少
を
も
た
ら
す
こ
と
も
予
測
さ

れ
る
。

一
九
六
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
不
足
払
い
制
度
は
二
〇
〇
一
年

に
は
固
定
支
払
い
制
度
に
変
わ
り
、
二
〇
一
八
年
の
改
訂
畜
安
法

が
生
産
者
間
に
不
信
と
対
立
を
持
ち
込
み
、
指
定
生
産
者
団
体
の

機
能
を
弱
め
た
結
果
、
需
給
調
整
機
能
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
飼
料
・
資
材
高
騰
や
負
債
問
題
の
た
め
に
経
営
悪
化
と
離

農
増
加
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
肉
畜
の
マ
ル
キ
ン
制
度
は
課
題

も
多
い
が
、
酪
農
に
は
マ
ル
キ
ン
制
度
も
な
い
。
収
入
保
険
に
加

入
可
だ
が
、
経
営
悪
化
の
主
因
で
あ
る
飼
料
費
高
騰
な
ど
に
は
対

処
で
き
な
い
。

畜
産
の
持
続
的
発
展
に
必
要
な
こ
と
は
、
畜
産
経
営
を
支
え
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
で
あ
る
。
供
給
面
の
強
靭
性
維
持
に

図2 肉用牛肥育経営の現状（去勢若齢牛）

資料：畜産物価格統計
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は
指
定
生
産
者
団
体
制
度
の
再
度
の
法
制
化
が
必
要
と
考
え
る
。

肉
畜
経
営
は
マ
ル
キ
ン
が
法
制
化
さ
れ
九
割
補
填
と
な
っ
た

が
、
①
生
産
者
積
立
金
が
多
額
に
な
る
。
②
生
産
者
の
負
担
部
分

を
除
く
と
実
質
的
に
は
六
七
・
五
％
の
補
償
に
し
か
な
ら
な
い
。

販
売
価
格
が
低
下
し
、
費
用
が
高
騰
す
る
と
家
族
労
働
費
も
確
保

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
物
財
費
は
も
と
よ
り
、
家
族
労
働

費
を
一
定
割
合
補
償
で
き
る
制
度
が
必
要
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
三
回
に
わ
た
り
、
酪
農
四
団
体
と
政
策
提
言
を

行
っ
た
が
、
そ
の
柱
は
、
①
農
地
を
基
礎
と
し
た
直
接
支
払
制
度

の
全
面
的
な
導
入
、
②
酪
農
所
得
補
償
制
度
の
導
入
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
政
策
転
換
は
、
Ｅ
Ｕ
の
共
通
農
業
政
策
を
参
考
に
す

べ
き
だ
ろ
う
。
一
九
八
〇
年
代
の
価
格
支
持
政
策
に
よ
る
過
剰
生

産
と
そ
の
解
消
の
た
め
の
補
助
金
付
き
輸
出
は
、
米
国
な
ど
と
の

貿
易
戦
争
を
勃
発
さ
せ
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農
業

交
渉
の
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
は
農
業
の
環
境
保
全
的
機

能
に
着
目
し
、
直
接
支
払
い
政
策
へ
の
転
換
と
い
う
価
格
支
持
政

策
と
所
得
政
策
の
分
離
―
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
当
初
は

農
業
＝
環
境
保
全
と
い
う
外
部
経
済
へ
の
支
払
い
と
い
う
形
で
の

直
接
支
払
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
財
政
問
題
や
環
境
サ
イ
ド
か

ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
、
面
積
当
た
り
の
飼
養
頭
数
や
化
学

肥
料
規
制
な
ど
農
業
形
態
に
よ
る
選
別
と
農
法
誘
導
―
ク
ロ
ス
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
導
入
に
つ
な
が
っ
た
。
昨
今
は
、
環
境
規
制

の
強
化
に
対
す
る
農
家
側
の
反
発
の
強
ま
り
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
よ
る
食
料
安
全
保
障
へ
の
危
惧
か
ら
、
環
境
規
制
の
面
が
後
退

す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
地
を
基
礎
と
し

た
直
接
支
払
い
制
そ
の
も
の
は
、
変
化
な
い
と
見
ら
れ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
政
策
の
み
ど
り
化
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
環
境
規
制
の
み
を
強
化
し
、
そ
れ
に
見
合
う
所

得
補
償
が
な
け
れ
ば
、
生
産
者
が
対
応
し
き
れ
ず
に
、
さ
ら
な
る

生
産
基
盤
の
弱
体
化
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
様
な
直
接

支
払
い
が
前
提
と
な
る
べ
き
だ
。

今
日
畜
産
は
、
①
環
境
問
題
、
②
飼
料
穀
物
と
人
間
の
食
料
と

の
競
合
、
③
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
な
ど
の
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
新
た
な

畜
産
の
方
向
を
探
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
と
し
て

は
、
①
放
牧
や
飼
料
イ
ネ
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
含
む
飼
料
作
な
ど
の
農
地

の
畜
産
的
活
用
、
②
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
③
食
農
教
育

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
制
約

で
別
途
詳
述
し
た
い
。

5
�
農
業
人
材
育
成
に
つ
い
て

生
産
基
盤
と
し
て
は
、
農
地
と
、
農
業
の
経
営
と
技
術
の
能
力

を
保
持
し
た
人
材
の
確
保
が
そ
の
柱
と
な
る
が
、
農
業
の
担
い
手

も
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
前
述
し
た
よ

う
に
二
〇
二
〇
年
に
は
一
三
六
万
人
に
ま
で
減
少
し
た
が
、
そ
の

上
六
五
歳
以
上
が
九
割
を
占
め
、
平
均
年
齢
も
六
七
・
八
歳
と
な
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り
、
し
か
も
四
九
歳
未
満
は
一
四
・
七
万
人
で
し
か
な
い
。
さ
ら

に
新
規
就
農
者
数
は
前
年
か
ら
一
割
以
上
も
減
少
し
五
万
人
を
切

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
四
九
歳
未
満
は
一
六
八
七
〇
人
と
な
っ
て

い
る
。
国
の
計
画
で
は
、
二
〇
二
三
年
度
ま
で
に
基
幹
的
農
業
従

事
者
を
土
地
利
用
型
作
物
に
三
〇
万
人
、
野
菜
・
果
樹
・
畜
産
に

五
四
万
人
、
法
人
に
六
万
人
の
合
計
九
〇
万
人
、
う
ち
四
九
歳
未

満
は
四
〇
万
人
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は

毎
年
二
万
人
の
新
規
就
農
者
が
必
要
で
、
さ
ら
に
離
職
率
三
割
を

見
込
め
ば
二
・
八
万
人
が
必
要
と
し
て
い
た
。
す
で
に
大
幅
に
そ

の
必
要
数
を
下
回
っ
て
い
る
。

担
い
手
確
保
に
必
要
な
こ
と
は
、
①
見
通
し
の
あ
る
安
定
的
な

所
得
、
②
や
り
が
い
、
③
農
業
者
教
育
（
経
営
・
技
術
が
わ
か
る

人
材
の
育
成
）
と
考
え
る
。

海
外
の
事
例
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
制
度
が

有
名
だ
。
酪
農
家
を
目
指
す
若
者
は
ま
ず
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ミ
ル
カ

ー
な
っ
て
、
酪
農
家
と
契
約
を
結
び
搾
乳
作
業
な
ど
を
行
い
、
次

に
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
―
と
な
っ
て
、
酪
農
作
業
全
般
を
受
け
持
ち
、

利
益
を
投
資
割
合
に
基
づ
い
て
オ
ー
ナ
ー
と
分
け
合
う
。
そ
の
割

合
に
よ
り
、三
三
％
、五
〇
％
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ
、

五
〇
％
に
な
る
と
、
経
営
全
体
を
管
理
し
、
従
業
員
の
雇
用
な
ど

に
も
責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
上
り
が
オ
ー
ナ
ー
と

な
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
高
齢
化
に
伴
い
、
今
度
は
自
分
が
シ

ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
と
契
約
し
て
経
営
を
任
せ
、
最
終
的
に
は
農
場
を

売
却
し
て
引
退
す
る
と
い
う
農
業
階
梯
の
サ
イ
ク
ル
を
辿
る
。
近

年
は
、
農
場
価
格
の
高
騰
で
新
規
就
農
が
困
難
化
し
て
い
る
点

や
、
大
型
法
人
経
営
な
ど
が
増
え
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
雇
用
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
典
型
的
な

シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
家
族

経
営
を
中
心
に
そ
の
伝
統
は
残
っ
て
い
る
。

日
本
で
も
北
海
道
の
酪
農
リ
ー
ス
農
場
制
度
が
い
わ
ば
日
本
版

の
農
業
階
梯
制
度
と
言
え
る
。
酪
農
で
の
新
規
就
農
を
目
指
す
若

者
は
、
研
修
農
場
（
浜
中
町
、
別
海
町
）
に
入
っ
た
り
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
や
農
場
実
習
生
を
経
験
し
、
北
海
道
農
業
公
社
が
行
っ
て

い
る
農
場
リ
ー
ス
制
度
を
活
用
し
て
、
公
社
が
整
備
し
た
離
農
後

の
酪
農
場
に
五
年
間
リ
ー
ス
し
て
経
営
を
行
い
、
そ
の
後
に
そ
の

農
場
を
買
い
取
っ
て
農
場
経
営
者
と
な
る
。
す
で
に
四
〇
〇
人
近

く
の
新
規
就
農
者
を
生
み
出
し
て
お
り
、
浜
中
町
で
は
、
町
内
酪

農
家
の
三
割
以
上
が
新
規
参
入
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
制
度
は
、
都
府
県
で
は
な
か
な
か
実
現
で
き
て
い
な
い
。
筆
者

ら
は
栃
木
県
の
長
年
放
棄
さ
れ
た
農
地
・
山
林
約
一
〇
ha
を
地
元

に
依
頼
さ
れ
一
三
名
で
購
入
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
馬
頭
農
村
塾
を
二

〇
〇
九
年
に
設
立
し
た
。
一
五
年
間
で
ヤ
ギ
や
ブ
タ
、
ウ
シ
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
放
牧
や
水
田
、
畑
の
再
生
に
取
り
組
み
、
稲
作
、

野
菜
作
、
果
樹
（
キ
ウ
イ
）
お
よ
び
山
林
整
備
活
動
を
行
っ
て
き

た
。現
在
は
、有
機
農
業
を
行
う
新
規
就
農
カ
ッ
プ
ル
に
継
承
し
、

彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
都
市
農
村
交
流
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

������ 改正基本法―多様な農業人材の育成、経営安定対策の充実を巡って―

４０



し
か
し
、
こ
う
し
た
例
は
稀
有
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
〇
〇

四
年
の
日
本
型
畜
産
経
営
継
承
制
度
検
討
会
で
も
農
業
階
梯
の
整

備
が
肝
要
と
す
る
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
二
〇
年
経
っ
て

も
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い（
注
）。
筆
者
が
所
属
す
る
静
岡
県
立
農

林
環
境
専
門
職
大
学
は
、
雇
用
・
自
営
就
農
者
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
実
を
上
げ
る
に
は
最
終
的
な
就
農
へ
の
ス
テ

ッ
プ
の
明
確
化
や
そ
の
た
め
の
教
育
課
程
の
整
備
な
ど
課
題
は
多

い
と
考
え
る
。

注
2
0
2
1
年
に
開
始
さ
れ
た
全
酪
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ま
だ
三
組
が
新
規
就

農
し
た
の
み
だ
が
、
農
業
階
梯
整
備
と
し
て
期
待
で
き
る
。

6
�
野
生
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
（
第
四
八
条
）

改
正
基
本
法
で
は
、
第
四
八
条
に
「
野
生
鳥
獣
対
策
」
が
新
設

さ
れ
た
。
条
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
国
は
、
鳥
獣
に
よ
る

農
業
及
び
農
村
の
生
活
環
境
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
、
鳥
獣

の
農
地
へ
の
侵
入
の
防
止
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
食
品
等
と
し
て
の

利
用
の
促
進
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
」
と
し

た
。
最
終
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、「
鳥
獣
被
害
は
直
接
的
な

農
作
物
被
害
の
ほ
か
、
営
農
意
欲
の
減
退
や
生
活
環
境
の
悪
化

等
、
農
村
に
お
け
る
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、「
鳥

獣
被
害
対
策
は
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
群
管
理
と
侵
入
防
止
対
策
及

び
生
息
環
境
管
理
を
地
域
ぐ
る
み
で
い
か
に
徹
底
し
て
実
施
で
き

る
か
が
対
策
の
効
果
を
左
右
す
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鳥

獣
害
対
策
の
三
本
柱
と
し
て
、
①
個
体
群
調
整
、
②
被
害
防
止
、

③
生
息
環
境
管
理
を
上
げ
て
い
る
が
、
条
文
で
は
生
息
環
境
管
理

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
農
林
地
の
確
保
と

い
う
生
産
基
盤
整
備
の
面
で
こ
の
点
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。
生
息
環
境
管
理
は
、
集
落
に
鳥
獣
を
呼
び
寄
せ
な
い
た
め
の

集
落
内
の
放
任
果
樹
の
伐
採
や
緩
衝
帯
の
除
草
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
棲
息
す

る
森
林
の
環
境
管
理
も
含
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
木
材
な
ど

の
生
産
に
供
す
る
人
工
林
地
三
割
程
度
の
整
備
以
外
に
、
残
り
の

七
割
の
人
工
林
を
広
葉
樹
林
化
や
混
交
林
化
す
る
こ
と
で
、
鳥
獣

が
棲
み
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
里
地
・
里

山
の
活
用
も
昔
の
よ
う
な
薪
炭
や
敷
料
と
し
て
の
利
用
以
外
の
バ

イ
オ
マ
ス
や
林
間
放
牧
な
ど
に
よ
る
持
続
可
能
な
活
用
も
重
要
だ

ろ
う
。

野
生
鳥
獣
問
題
と
は
、「
単
に
増
え
す
ぎ
た
野
生
鳥
獣
の
問
題

で
は
な
く
、
農
山
村
経
済
の
疲
弊
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に

は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
農
山
村
の
復
興
と
農
林
地
の
再

生
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
本
誌
二
四
年
五
月
号
「
野
生

鳥
獣
特
集
」
で
検
証
し
た
。
基
本
法
に
こ
の
条
文
が
は
い
っ
た
こ

と
は
、
評
価
す
る
点
で
あ
る
が
、
生
産
基
盤
の
確
保
問
題
な
ど
も

絡
め
た
き
わ
め
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
と
し
て
、
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
法
は
、
基
本
理
念
の
第
一
に

食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
か
か
げ
た
。
そ
の
下
で
、
環
境
と
調
和

し
た
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
と
し
た
。
そ
の
持

続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
に
不
可
欠
と
し
て
、「
合
理
的
な
費
用
」

に
配
慮
し
た
価
格
形
成
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
推
進
す
る
な
か
で
、
環
境
負
荷
軽
減

の
た
め
の
直
接
支
払
制
度
の
創
設
が
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
個
別
経
営
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い

る
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
財
源
を

含
む
財
政
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
条
件
不
利
是
正
対
策
（
ゲ
タ
対
策
）

と
し
て
の
麦
・
大
豆
・
甘
味
資
源
作
物
（
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原

料
バ
レ
イ
シ
ョ
）
と
ナ
タ
ネ
・
ソ
バ
の
畑
作
物
を
対
象
に
し
た
交

付
金
制
度
と
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
と
し

て
の
米
・
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
を

対
象
に
基
準
収
入
を
補
て
ん
す
る
制
度
か
ら
成
っ
て
い
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
食
料
安
定
供
給

特
別
会
計
の
な
か
の
農
業
経
営
安
定
勘
定
を
つ
う
じ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
財
政
構
造
は
、
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
決
算
ベ
ー

ス
で
の
検
討
を
つ
う
じ
て
分
析
で
き
る
。

農
業
経
営
安
定
勘
定
の
財
源
（
歳
入
）
は
、
同
じ
く
食
料
安
定

供
給
特
別
会
計
の
な
か
の
米
麦
の
管
理
を
お
こ
な
う
食
糧
管
理
勘

定
か
ら
の
繰
入
れ
、
糖
価
調
整
制
度
を
運
営
す
る
（
独
立
行
政
法

人
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
の
納
付
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
か
ら
成
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
農
業
経
営
安
定
対
策
・
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
分
析

経
営
所
得
安
定
対
策
と
そ
の
財
政
構
造
⑴

神
山
安
雄

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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は
、
米
政
策
・
水
田
活
用
（
米
の
需
給
調
整
）
政
策
と
関
連
す
る

米
麦
管
理
の
食
糧
管
理
勘
定
の
分
析
が
前
提
に
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
が
お
こ
な

っ
て
い
る
糖
価
調
整
制
度
の
運
営
の
分
析
も
前
提
に
な
る
。

あ
わ
せ
て
、
個
別
経
営
に
対
す
る
交
付
金
制
度
と
し
て
は
、
同

じ
く
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
が
お
こ
な
っ
て
い
る
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安
定
対

策
の
分
析
が
必
要
に
な
る
。

本
稿
は
、
①
農
業
経
営
安
定
対
策
の
位
置
で
、
農
林
水
産
予
算

（
当
初
予
算
・
補
正
後
予
算
）
に
お
け
る
農
業
経
営
安
定
対
策
経

費
の
含
ま
れ
る
食
料
安
定
供
給
関
係
費
の
比
重
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
②
米
麦
の
管
理
で
、
政
府
が
お
こ
な
う
国
内
米
（
備
蓄
米
）

・
輸
入
米
（
Ｍ
Ａ
米
等
）
と
輸
入
麦
の
管
理
に
つ
い
て
食
糧
管
理

勘
定
を
中
心
に
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
③
農
業
経
営
安
定
対
策

の
財
政
構
造
で
、
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
つ
い
て
分
析
す
る
。（
以

上
、
本
号
）

次
回（
8
―
9
月
合
併
号
）は
、
④
輸
入
麦
の
管
理
の
課
題
で
、

輸
入
麦
の
管
理
に
つ
い
て
の
課
題
を
検
討
す
る
。
次
い
で
、
⑤
糖

価
調
整
制
度
の
運
営
と
課
題
で
、
甘
味
資
源
作
物
―
て
ん
菜
、
さ

と
う
き
び
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
・
カ
ン
シ
ョ
―
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
加
え
て
、
⑥
畜
産
の
経
営
安
定
対

策
で
、
肉
用
牛
経
営
、
酪
農
経
営
、
養
豚
経
営
な
ど
の
経
営
安
定

対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
�
経
営
所
得
安
定
対
策
の
位
置

非
公
共
事
業
費
の
な
か
で
、
個
別
経
営
に
対
す
る
収
入
補
て
ん

・
所
得
政
策
や
米
麦
管
理
費
、
米
生
産
調
整
経
費
な
ど
の
経
費
を

食
料
安
定
供
給
関
係
費
と
し
て
区
分
し
て
、
財
務
省
は
公
表
し
て

い
る
（
図
1
）。

稲
作
経
営
安
定
対
策
に
は
じ
ま
り
、
麦
作
や
大
豆
作
の
経
営
安

定
対
策
に
拡
大
し
た
単
品
目
の
収
入
補
て
ん
対
策
は
、
二
〇
〇
七

年
度
か
ら
の
農
政
改
革
に
よ
り
経
営
所
得
安
定
対
策
と
し
て
品
目

横
断
的
な
対
策
と
な
っ
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
条
件
不
利
是
正
対
策
（
ゲ
タ
対
策
）

で
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
を
対
象
に

生
産
費
に
も
と
づ
い
て
所
得
補
て
ん
を
し
、
収
入
減
少
影
響
緩
和

対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
で
上
記
の
四
品
目
に
米
を
加
え
た
五
品
目

合
計
の
収
入
減
少
分
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
九
月
に
発
足
し
た
民
主
党
政
権
は
、
農
業
者
戸
別

所
得
補
償
制
度
を
創
設
し
た
。
一
〇
年
度
か
ら
米
の
直
接
支
払
を

モ
デ
ル
的
に
実
施
し
、
一
一
年
度
か
ら
米
の
直
接
支
払
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
、
畑
作
物
（
麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原

料
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ
）
の
直
接
支
払
を
本
格
実
施
し

た
。一

二
年
末
の
総
選
挙
で
自
公
政
権
が
復
帰
し
た
。
自
公
復
帰
政

権
（
安
倍
政
権
）
は
、
当
初
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
経
営
所
得
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安
定
対
策
に
名
称
変
更
し
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
が
、
一

四
年
度
か
ら
米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
一
〇
ア
ー
ル
一
万
五
〇
〇

〇
円
か
ら
七
五
〇
〇
円
に
半
減
さ
せ
、
一
八
年
度
か
ら
の
米
政
策

改
革
で
米
の
直
接
支
払
を
廃
止
し
、
米
の
生
産
数
量
の
都
道
府
県

別
割
当
て
を
廃
止
し
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
経
営
所
得
安
定
対
策

の
畑
作
物
の
直
接
支
払
を
維
持
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
を
拡
充

し
た
。

こ
う
し
た
個
別
経
営
に
対
す
る
直
接
支
払
、
経
営
所
得
安
定
対

策
を
含
む
食
料
安
定
供
給
関
係
費
は
、
政
策
変
更
や
情
勢
変
化
に

よ
り
増
減
し
て
い
る
。
食
料
安
定
供
給
関
係
費
は
、
二
〇
〇
七
年

度
か
ら
経
営
所
得
安
定
対
策
の
実
施
に
よ
り
増
加
し
た
（
補
正
後

予
算
額
は
〇
六
年
度
六
三
一
六
億
円
か
ら
〇
七
年
度
九
三
七
九
億

円
に
増
加
）。
一
〇
年
度
か
ら
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
実

施
に
よ
り
増
加
し
た
（
〇
九
年
度
一
兆
一
〇
九
〇
億
円
か
ら
一
〇

年
度
一
兆
一
九
五
三
億
円
へ
。
一
一
年
度
は
東
日
本
大
震
災
対
策

に
よ
り
一
兆
六
九
七
四
億
円
）。

政
権
交
代
に
よ
り
安
倍
政
権
の
下
で
減
額
し
た
（
一
二
年
度
一

兆
三
〇
三
五
億
円
が
一
三
年
度
一
兆
一
七
九
三
億
円
）
が
、
そ
の

後
は
横
ば
い
。
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
も
あ
り
増
加
し
た
（
二

〇
年
度
一
兆
八
四
三
〇
億
円
）。

食
料
安
定
供
給
関
係
費
は
、
二
一
年
度
か
ら
農
業
者
年
金
経
費

等
（
二
〇
年
度
当
初
予
算
で
三
〇
三
〇
億
円
）
を
算
入
し
て
公
表

さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
〇
年
度
以
前
と
直
接
の
比
較
が
で
き
な

図1 農林水産予算の推移（2000～2024年度）

資料；農林水産省年報、各年度版、など農林水産省資料、および財務省資料により作成
注1）2000～2020年度は、補正後予算。2023年度は〈当初予算＋補正予算〉、公共事業＋非公共事業。

2020～2024年度は、当初予算。
2）2021年度から、食料安定供給関係費に農業者年金経費等（2020年度当初予算ベースで3030億円）を計上。
2020年度（2）は、2020年度当初予算の食料安定供給費関係費に農業者年金経費等（3030億円）を加えた
もの。

3）2021年度（3）当初予算は、デジタル庁への移管分（197億円）を除いたもの。
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い
。
当
初
予
算
で
み
て
も
、
食
料
安
定
供
給
関
係
費
は
徐
々
に
減

額
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
が
徐
々
に
見
直
し
・
減
額
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
水
田

活
用
の
直
接
支
払
は
、
飼
料
用
米
等
の
交
付
金
単
価
見
直
し
に
よ

り
二
四
年
度
当
初
予
算
三
〇
一
五
億
円
と
前
年
度
当
初
予
算
か
ら

三
五
億
円
減
額
と
な
っ
た
）。

個
別
経
営
に
対
す
る
収
入
・
所
得
補
て
ん
の
交
付
金
に
は
、
水

田
活
用
の
直
接
支
払
、
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
、
農
業
共
済
、

収
入
保
険
、
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安
定
対
策
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

な
か
で
も
、
農
業
経
営
安
定
対
策
は
、
条
件
不
利
是
正
対
策（
麦
、

大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ

が
対
象
）
と
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん

菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
が
対
象
）
か
ら
成
り
、
農
業
所

得
政
策
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
麦
の
交
付
金
で
は
輸
入
麦
の
売
買
差
益
（
マ
ー
ク

ア
ッ
プ
）
が
財
源
で
あ
り
、
甘
味
資
源
作
物
の
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ

ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
の
交
付
金
は
輸
入
糖
・
加
糖
調
製
品
の
糖
価

調
整
金
の
一
部
が
財
源
に
な
っ
て
い
る（
注
1
）。

農
業
経
営
安
定
対
策
は
、
特
別
会
計
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
一

四
年
度
か
ら
、
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
な
か
の
農
業
経
営
安

定
勘
定
を
つ
う
じ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

農
業
経
営
安
定
勘
定
の
歳
入
（
財
源
）
は
、
同
じ
食
料
安
定
供

給
特
会
内
の
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
の
繰
入
れ
と
（
独
立
行
政
法

人
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
の
納
付
金
、
さ
ら

に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
枠
組

み
上
か
ら
い
え
ば
、
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
輸
入
麦
の
売
買
差
益
相

当
分
が
繰
入
れ
ら
れ
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
か
ら
糖
価
調
整
金
収
入
の
一
部

が
納
付
さ
れ
、
不
足
分
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で
補
て
ん
さ

れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

農
業
経
営
安
定
勘
定
の
財
政
構
造
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
第

一
に
、
国
内
米
（
備
蓄
米
）・
輸
入
米
（
Ｍ
Ａ
米
等
）
と
輸
入
麦

の
管
理
を
行
う
食
糧
管
理
勘
定
の
財
政
構
造
を
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
。第
二
に
、糖
価
調
整
金
制
度
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

次
節
で
、
米
麦
の
管
理
を
お
こ
な
う
食
糧
管
理
勘
定
の
分
析
を

行
う
。
そ
の
上
で
、
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
分
析
を
行
う
こ
と
に

す
る
。

2
�
米
麦
の
管
理

食
糧
管
理
法
の
下
で
の
米
麦
管
理

食
糧
管
理
法
の
下
で
は
、
食
糧
管
理
特
別
会
計
に
主
要
勘
定
と

し
て
国
内
米
管
理
勘
定
、
国
内
麦
管
理
勘
定
、
輸
入
食
糧
勘
定
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
輸
入
食
糧
（
主
に
小
麦
）
の
売
買
差
益
に
も

と
づ
く
輸
入
食
糧
勘
定
の
利
益
に
よ
っ
て
国
内
麦
の
価
格
支
持
、

管
理
費
の
支
出
で
あ
る
国
内
麦
管
理
勘
定
の
損
失
を
ま
か
な
う
方

式
（
内
外
麦
コ
ス
ト
プ
ー
ル
方
式
）
が
と
ら
れ
て
い
た
。
輸
入
食

糧
勘
定
の
利
益
額
が
国
内
麦
勘
定
の
損
失
額
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
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で
、（
穀
物
国
際
価
格
が
高
騰
し
た
一
九
七
二
〜
七
三
年
の
世
界

食
糧
危
機
の
時
期
を
除
い
て
）、
推
移
し
て
い
た
。

国
内
米
の
供
給
過
剰
が
生
じ
、
国
内
米
勘
定
は
多
額
の
財
政
支

出
を
負
い
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
れ
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
。
食
管
特
会
の
財
政
問
題
は
米
問
題
が
財
政
問
題
に
転
化
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

食
糧
法
の
下
で
の
米
麦
管
理

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
の
受
入
れ
に
と
も
な
っ
て
、
食
管
法
を
廃
止

し
、
食
糧
法
（
主
要
食
糧
の
需
給
価
格
安
定
法
）
が
一
九
九
五
年

か
ら
施
行
さ
れ
た
。
食
糧
法
は
、
政
府
の
役
割
を
貿
易
と
備
蓄
に

限
定
し
た
。

米
は
、
関
税
化
猶
予
・
輸
入
制
限
の
時
期
を
経
て
、
二
〇
〇
〇

年
度
か
ら
関
税
化
措
置
（
関
税
率
ゼ
ロ
の
輸
入
枠
七
六
・
七
万
玄

米
ト
ン
設
定
の
関
税
数
量
割
当
制
）
に
移
行
し
た
。
国
内
米
は
、

食
糧
法
当
初
の
計
画
流
通
米
制
度
は
〇
四
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
た

が
、
主
食
用
米
の
生
産
調
整
・
需
給
調
整
は
継
続
し
た
。

麦
は
、輸
入
麦
に
つ
い
て
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス（
現
行
輸
入
量
）

枠
を
設
定
し
、
売
買
同
時
契
約
方
式
に
よ
り
、
政
府
が
売
買
差
益

（
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
）
を
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
国
内
麦
に

つ
い
て
は
、
集
荷
業
者
（
農
協
等
）
と
実
需
者
と
の
契
約
方
式
が

奨
励
さ
れ
、
生
産
者
に
麦
作
経
営
安
定
対
策
の
交
付
金
を
支
払
う

方
式
で
あ
っ
た
。

図2 食糧管理勘定の損益の推移（1995～2022年度、決算ベース）

資料；農林水産省「農林水産省年報」各年度版、同「麦の参考統計表」などにより作成
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米
麦
と
も
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
手
法
が
、
食
糧
法
の
下
で
も

踏
襲
さ
れ
た
。
国
内
米
（
備
蓄
米
）
と
輸
入
米
（
Ｍ
Ａ
米
）、
国

内
麦
と
輸
入
麦
の
勘
定
を
区
分
し
、
国
内
麦
の
損
失
分
（
価
格
支

持
経
費
等
＋
管
理
経
費
）
を
輸
入
麦
の
利
益
分
（
売
買
差
益
―
管

理
経
費
）
で
埋
め
る
方
式
が
と
ら
れ
た
（
図
2
）。
麦
作
経
営
安

定
対
策
の
経
費
は
、
当
初
、
特
会
の
国
内
麦
勘
定
か
ら
支
出
し
て

い
た
が
、
負
担
軽
減
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
に
移
さ
れ

た
。経

営
所
得
安
定
対
策
（
条
件
不
利
是
正
対
策
＋
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
）
の
体
系
と
な
る
の
は
、
二
〇
〇
七
年
度
の
農
政
改
革

か
ら
で
あ
る
。
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
時
期
を
経
て
、
安
倍
政
権

下
で
経
営
所
得
安
定
対
策
に
復
帰
し
、
一
四
年
度
か
ら
の
米
政
策

改
革
、
一
八
年
度
か
ら
の
米
の
直
接
支
払
の
廃
止
、
米
生
産
目
標

数
量
の
都
道
府
県
別
配
分
の
廃
止
に
至
っ
て
い
く
。

食
糧
管
理
勘
定
に
よ
る
米
麦
管
理

現
在
の
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
仕
組
み
に
な
る
の
は
、
特

別
会
計
法
改
正
に
よ
り
一
四
年
度
か
ら
で
あ
る
。

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
な
か
に
、農
業
経
営
安
定
勘
定（
経

営
安
定
対
策
）、
食
糧
管
理
勘
定
（
米
麦
管
理
）、
農
業
再
保
険
勘

定（
農
業
共
済
等
・
収
入
保
険
の
再
保
険
）、
漁
船
再
保
険
勘
定
、

漁
業
共
済
保
険
勘
定
と
業
務
勘
定
が
設
け
ら
れ
、
別
枠
で
国
営
土

地
改
良
事
業
勘
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

特
別
会
計
の
利
点
は
、
特
会
内
の
各
勘
定
間
の
繰
入
れ
が
可
能

な
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
営
安
定
勘
定
以
下
の
五
勘
定
の
人

件
費
を
含
む
事
務
取
扱
経
費
は
、
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
、

業
務
勘
定
で
一
括
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

食
糧
管
理
勘
定
は
、
国
内
米
（
備
蓄
米
）、
輸
入
米
（
Ｍ
Ａ
米

等
）、
輸
入
麦
（
食
糧
麦
・
輸
入
飼
料
）
を
管
理
す
る
勘
定
項
目

で
あ
る
。
一
四
年
度
か
ら
国
内
米
・
輸
入
米
の
勘
定
項
目
は
、
食

糧
管
理
勘
定
（
米
）
と
し
て
統
合
さ
れ
た
。
国
内
麦
は
生
産
者
団

体
・
集
荷
業
者
（
農
協
等
）
と
実
需
者
と
の
民
間
取
引
・
契
約
取

引
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
管
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
輸
入

麦
は
、
食
糧
麦
と
輸
入
飼
料
で
あ
り
、
食
糧
管
理
勘
定
（
麦
）
の

勘
定
項
目
で
あ
る
。

国
内
米
・
輸
入
米
・
輸
入
麦
の
売
買
状
況
な
ど
は
、
財
務
省
資

料
（「
決
算
の
説
明
」
各
年
度
）
に
よ
る
し
か
な
い
。
た
だ
し
、

管
理
経
費
は
、
食
糧
管
理
勘
定
（
米
）
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
Ｍ

Ａ
米
の
管
理
経
費
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
農
水
省
資
料
に
よ

り
、
国
内
米
と
輸
入
米
と
の
別
に
計
算
す
る
こ
と
に
な
る
。
管
理

経
費
は
、
事
務
取
扱
費
（
人
件
費
含
む
）
相
当
分
を
業
務
勘
定
に

繰
入
れ
て
一
括
処
理
し
、
食
糧
証
券
の
償
還
・
利
払
い
相
当
分
は

国
債
特
別
会
計
に
繰
入
れ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
食
糧
管
理

勘
定
の
管
理
経
費
は
保
管
料
（
倉
庫
借
入
費
等
）
だ
け
に
な
る
。

食
糧
管
理
勘
定
の
歳
入
歳
出
の
概
要
（
表
1
）
と
国
内
米
・
輸

入
米
・
輸
入
麦
別
の
売
買
状
況
（
表
2
）
を
確
認
し
て
お
く
。
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表1 食糧管理勘定の推移（2015～2022年、決算ベース）

資料；財務省「決算の説明」各年度、により作成
注1）歳出の経営安定勘定への繰入は、経営所得安定対策の条件不利是正対策（ゲタ対策）・畑作物の直接支払

交付金の麦の相当分。
2）業務勘定への繰入は、食料安定供給特別会計のうち、農業経営安定勘定、食糧管理勘定、農業再保険勘定、
漁船再保険勘定、漁業共済保険勘定のそれぞれの人件費を含む事務取扱費の経理を行う業務勘定への食糧
管理勘定分の繰入。

3）国債特会への繰入は、政府短期証券（公債）である食糧証券の償還・利払い分の繰入。
2）2021年度から、食料安定供給関係費に農業者年金経費等（2020年度当初予算ベースで3030億円）を計上。
2020年度⑵は、2020年度当初予算の食料安定供給費関係費に農業者年金経費等（3030億円）を加えたもの。

3）2021年度⑶当初予算は、デジタル庁への移管分（197億円）を除いたもの。

単位：億円

2015年度2016年度2017年度2018年度2019年度2020年度2021年度2022年度
歳入・計 Ａ 6286 5319 5595 5569 5321 5304 6041 8469
食糧売払代 ａ 3861 3129 3472 3482 3097 2968 3064 3936
輸入食糧納付金 4 5 5 5 5 8 6 6
一般会計より受入 964 956 770 863 890 890 891 1912
食糧証券収入 1150 910 1000 900 970 1140 1790 2340
雑 収 入 148 239 131 132 127 126 123 126
前年度剰余金受入 158 79 218 187 231 173 167 149
歳出・計 Ｂ 6206 5101 5408 5338 5149 5137 5891 7954
食糧買入代 ｂ 3484 2807 3114 3074 2999 2987 3688 4637
主要食糧管理費 300 278 243 221 237 295 289 273
経営安定勘定へ繰入 775 775 1024 956 920 815 742 1242
業務勘定へ繰入 85 91 117 86 92 70 33 13
一般会計へ繰入 0 0 0 0 0 0 0 0
国債特会へ繰入 1562 1150 910 1000 900 970 1140 1790
食糧勘定・計Ａ－Ｂ 79 218 187 231 173 167 149 515
食糧売買・損益ａ－ｂ 378 323 358 407 98 △19 △624 △701
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食
糧
管
理
勘
定
の
歳
入
は
、
第
一
に
、
食
糧
証
券
の
発
行
に
よ

る
収
入
で
あ
る
。
食
糧
証
券
収
入
は
、
食
糧
（
国
内
米
・
輸
入
米

・
輸
入
麦
）
の
買
入
代
金
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
食
糧
証
券
は
、

政
府
短
期
投
資
証
券
（
公
債
）
の
た
め
、
そ
の
償
還
・
利
払
い
が

必
要
に
な
る
。
食
糧
証
券
の
償
還
・
利
払
い
は
、
現
行
の
特
別
会

計
の
仕
組
み
で
は
、
国
債
特
別
会
計
へ
相
当
分
を
繰
入
れ
る
こ
と

で
処
理
さ
れ
て
い
る
。

食
糧
管
理
勘
定
全
体
の
損
益
は
、
売
買
損
益
（
売
払
代
―
買
入

代
）
に
管
理
経
費
（
コ
ス
ト
）
の
損
失
分
を
加
え
た
も
の
に
な
る
。

食
糧
管
理
勘
定
全
体
の
管
理
経
費
は
、
倉
庫
借
上
げ
料
等
の
保
管

経
費
で
あ
る
。
食
糧
証
券
の
利
払
い
等
は
国
債
特
会
へ
の
繰
入

れ
、
事
務
取
扱
費
は
業
務
勘
定
へ
の
繰
入
れ
で
処
理
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
（
表
1
）。

国
内
米
（
備
蓄
米
）・
輸
入
米
（
Ｍ
Ａ
米
等
）・
輸
入
麦
ご
と
に

み
る
と
、
国
内
米
と
輸
入
米
の
勘
定
は
売
買
差
損
と
管
理
経
費
と

で
赤
字
で
あ
る
。
輸
入
麦
の
勘
定
は
、
売
買
差
益
が
生
じ
て
い
る

が
、
管
理
費
が
か
さ
む
こ
と
で
、
近
年
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
に
よ
る
管
理
経
費
（
表
2
）
は
、
保
管
料
の
ほ
か
、
利
払

い
等
と
事
務
取
扱
費
が
算
入
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

国
内
米
・
Ｍ
Ａ
米
の
売
買
差
損

国
内
米
・
輸
入
米
で
売
買
差
損
が
生
じ
る
の
は
、
主
食
用
米
の

市
場
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
、
加
工
用
・
援
助
用
・
飼
料
用
と

し
て
売
却
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
米
の
主
食
用
へ
の
販

売
は
一
〇
万
ト
ン
程
度
を
上
限
に
し
て
お
り
、
主
食
用
に
回
っ
た

同
じ
数
量
の
国
内
米
を
備
蓄
米
と
し
て
政
府
が
買
入
れ
、
市
場
に

影
響
を
与
え
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
二
二
米
穀
年
度
の
Ｍ
Ａ
米
販

売
実
績
は
、
主
食
用
一
万
ト
ン
、
加
工
用
一
〇
万
ト
ン
、
飼
料
用

六
八
万
ト
ン
、
援
助
用
二
万
ト
ン
で
あ
る
。

米
の
飼
料
用
供
給
量
は
、
二
二
年
度
実
績
で
、
水
田
活
用
の
飼

料
用
米
が
八
〇
万
ト
ン
（
う
ち
畜
産
農
家
に
一
九
万
ト
ン
、
配
合

飼
料
会
社
に
六
一
万
ト
ン
）、
政
府
保
有
米
が
計
七
六
万
ト
ン（
備

蓄
米
一
七
万
ト
ン
、
Ｍ
Ａ
米
五
九
万
ト
ン
）
で
畜
産
農
家
に
二
万

ト
ン
、
配
合
飼
料
会
社
に
七
四
万
ト
ン
供
給
さ
れ
た
。

農
水
省
は
、
Ｍ
Ａ
米
の
売
買
差
損
・
保
管
料
等
と
し
て
、
Ｍ
Ａ

米
の
輸
入
単
価
一
ト
ン
当
た
り
一
〇
万
円
に
対
し
飼
料
用
へ
の
販

売
単
価
三
万
円
と
し
て
差
引
七
万
円
の
財
政
負
担
。
援
助
用
で
は

輸
送
費
負
担
一
ト
ン
当
た
り
二
万
円
を
加
え
合
計
一
二
万
円
の
財

政
負
担
。
在
庫
一
ト
ン
当
た
り
一
万
円
の
年
間
保
管
料
に
な
る
、

と
し
て
い
る（
注
2
）。

輸
入
麦
の
管
理
の
現
状

輸
入
麦
は
食
糧
麦
四
八
三
万
ト
ン
（
小
麦
四
六
六
万
ト
ン
、
大

麦
一
六
万
ト
ン
、
は
だ
か
麦
一
万
ト
ン
）、
輸
入
飼
料
一
・
四
万

ト
ン
（
小
麦
一
・
二
万
ト
ン
、
大
麦
一
千
ト
ン
）
が
買
入
ら
れ
、

同
量
が
売
却
さ
れ
て
い
る
（
二
二
年
度
実
績
）。
買
入
・
売
却
数
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表2 食糧管理勘定（国内米・輸入米・輸入麦）の経費・事業実績の推移
（2015～2022年度、決算ベース）

資料；財務省「決算の説明」各年度版、管理費は農林水産省「麦の参考統計表」P.44、同「米をめぐる状況につ
いて」P.141（食糧部会2024年3月5日提出資料）により作成

注1）特別会計法改正により2014年度から食料安定供給特別会計に食糧管理勘定（米と麦の2勘定に統合）が設
けられた。2014年度は、国内米の管理費に旧政府倉庫の売却代金が含まれるため、割愛した。

2）国内米は備蓄米。輸入米はＭＡ等輸入米。輸入麦は食糧麦（小麦、大麦＝主食用、ビール麦、はだか麦）
＋輸入飼料（小麦、大麦）。

3）米の数量は、玄米重量。国内米の買入単価は1玄米トン当たりに換算。

2015年度2016年度2017年度2018年度2019年度2020年度2021年度2022年度

国
内
米

売払代 ａ 億円 86 65 47 45 50 65 69 81
売払数量 千㌧ 293 243 171 157 170 229 194 201

買入代 ｂ 億円 434 429 404 280 454 525 450 371
買入数量 千㌧ 248 224 193 120 183 210 209 202
買入単価 千円／㌧ 175 191 208 232 247 249 215 183

売買損益 ａ－ｂ 億円 △348 △364 △358 △234 △403 △460 △381 △291
管理費 ｃ 億円 △138 △111 △93 △105 △96 △122 △113 △136
損益 ａ－ｂ－ｃ 億円 △486 △475 △451 △339 △499 △582 △494 △427

輸
入
米

売払代 ｄ 億円 323 354 482 381 381 369 407 390
売払数量 千㌧ 896 921 858 623 729 765 884 784

買入代 ｅ 億円 663 579 606 599 658 639 786 982
買入数量 千㌧ 746 822 797 683 768 713 781 761
買入単価 千円／㌧ 89 70 76 88 85 87 100 132

売買損益 ｄ－ｅ 億円 △340 △225 △124 △218 △277 △271 △379 △592
管理費 ｆ 億円 △130 △117 △95 △76 △81 △97 △98 △80
損益 ｄ－ｅ－ｆ 億円 △470 △342 △219 △294 △358 △368 △477 △672

輸
入
麦

売払代 ｇ 億円 3，452 2，711 2，943 3，055 2，665 2，535 2，588 3，465
買入代 ｈ 億円 2，387 1，799 2，104 2，196 1，888 1，823 2，452 3，284
売買損益 ｇ－ｈ 億円 1，065 912 839 859 777 712 136 181
管理費 ｉ 億円 △899 △898 △1，152 △1，080 △1，043 △922 △827 △1，350
損益 ｇ－ｈ－ｉ 億円 166 14 △313 △221 △266 △210 △691 △1，169

輸
入
食
糧
麦

売払代 ｊ 億円 3，087 2，593 2，629 2，859 2，617 2，518 2，585 3，456
売払数量 千㌧ 5，160 5，108 5，477 5，169 4，977 4，903 4，713 4，833

買入代 ｋ 億円 2，024 1，682 1，990 2，001 1，840 1，806 2，450 3，274
買入数量 千㌧ 5，160 5，108 5，477 5，169 4，977 4，903 4，713 4，833
買入単価 千円／㌧ 41 33 37 39 36 37 49 70

売買損益ｊ－ｋ 億円 1，064 911 639 858 777 712 135 182
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量
が
同
量
な
の
は
、
売
買
同
時
契
約
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

小
麦
に
は
、
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
現
行
輸
入
量
）
五
七
四
万

ト
ン
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
政
府
は
売
買
差
益
一
キ
ロ
四
五
・
二

円
を
上
限
に
徴
収
し
、
売
渡
し
て
い
る
。

輸
入
麦
の
管
理
で
は
、
確
実
に
売
買
差
益
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
輸
入
差
益
が
、
農
業
経
営
安
定
対
策
の
条
件
不
利
是
正

対
策
（
ゲ
タ
対
策
）、
す
な
わ
ち
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
の

麦
関
連
の
財
源
と
し
て
、
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
農
業
経
営
安
定
勘

定
に
繰
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

輸
入
麦
の
管
理
勘
定
は
、
管
理
経
費
の
増
加
に
よ
っ
て
近
年
は

損
失
額
を
増
や
し
て
い
る
が
、
輸
入
数
量
が
あ
ら
か
じ
め
予
測
さ

れ
る
た
め
、
当
初
予
算
額
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
、
予
算
額
ど

お
り
の
繰
入
れ
に
な
っ
て
い
る
。

輸
入
麦
の
管
理
勘
定
で
も
実
質
的
な
管
理
経
費
は
増
加
し
て
い

る
（
表
2
）。
し
か
し
、
食
糧
証
券
の
利
払
い
等
は
国
債
特
会
に

相
当
分
を
繰
入
れ
、
事
務
取
扱
費
は
業
務
勘
定
に
相
当
分
を
繰
入

れ
る
こ
と
で
処
理
さ
れ
、
輸
入
麦
の
管
理
勘
定
の
管
理
経
費
は
会

計
処
理
上
、
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
輸
入
食
糧
麦
の
買
入
単
価
は
、
二
二
年
度
に
一
ト
ン

当
た
り
七
万
円
と
一
六
年
度
に
比
べ
二
倍
以
上
に
上
昇
し
て
い

る
。
円
安
の
急
進
行
に
よ
る
輸
入
イ
ン
フ
レ
の
状
況
に
あ
る
。
売

買
差
益
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
経
営
安
定

勘
定
へ
の
繰
入
れ
は
、
当
初
予
算
額
に
従
っ
た
額
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
い
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
4
節
で
後
述
す

る
。）

3
�
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
財
政
構
造

農
業
経
営
安
定
勘
定
の
概
要

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
な
か
に
農
業
経
営
安
定
勘
定
が
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策

条
件
不

利
是
正
対
策
（
ゲ
タ
対
策
）
の
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
、
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

の
会
計
勘
定
で
あ

る
（
表
3
）。

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
条
件
不
利
是
正
対
策
＝
ゲ
タ
対

策
）
は
、
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
・
集
落
営
農
の
担
い

手
を
対
象
に
、
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ

ョ
・
ソ
バ
・
ナ
タ
ネ
に
つ
い
て
、
標
準
的
な
生
産
費
と
標
準
的
な

販
売
価
格
と
の
差
額
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
は
、
米
、
麦
、
大

豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
の
合
算
し
た
標
準
的

収
入
額
に
対
し
て
、
減
収
分
の
九
割
を
積
立
金
か
ら
補
て
ん
す
る

も
の
で
あ
る
。
積
立
金
は
、
対
策
加
入
生
産
者
と
国
が
一
対
三
の

割
合
で
拠
出
し
て
造
成
さ
れ
て
い
る
。

経
営
安
定
勘
定
の
歳
入
に
は
、
①
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
の
繰
入

れ
が
あ
る
。
輸
入
麦
の
売
買
差
益
分
を
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
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金（
ゲ
タ
対
策
）の
う
ち
、
麦
に
か
か
わ
る
歳
出
の
財
源
で
あ
る
。

歳
入
の
う
ち
、
②
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
納
付
金

は
、
糖
価
調
整
事
業
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
輸
入
糖
類
に
対
す
る
糖

価
調
整
金
、
加
糖
製
品
調
整
金
の
一
部
を
、
運
営
主
体
の
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
が
納
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
の
う
ち
、
甘
味
資
源
作
物
（
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ

イ
シ
ョ
）
に
か
か
わ
る
歳
出
の
財
源
で
あ
る
。

①
②
で
不
足
す
る
分
は
、
③
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
。

歳
出
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
は
、
標
準

的
収
入
の
減
収
分
の
九
割
を
補
て
ん
す
る
基
金
造
成
で
の
国
の
拠

出
分
で
あ
る
。
そ
の
歳
出
額
は
、
当
該
会
計
年
度
か
ら
み
て
前
年

産
の
対
象
作
物
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
減
収
補
て
ん
の
う
ち
、
国

の
拠
出
し
た
交
付
金
を
原
資
に
し
た
額
で
あ
る
。

経
営
安
定
勘
定
で
も
、
事
務
取
扱
費
は
、
特
会
内
の
業
務
勘
定

に
相
当
分
を
繰
入
れ
て
、
処
理
さ
れ
て
い
る
。

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
少
な
く
と
も
麦
と
甘
味
資
源

作
物
に
つ
い
て
は
、
輸
入
を
前
提
に
、
売
買
差
益
や
糖
価
調
整
金

等
を
財
源
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
輸
入
前
提
、
輸
入
依
存
の

仕
組
み
と
い
え
る
。

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
表
4
）は
、
担
い
手
を
対
象
に
、

表3 農業経営安定勘定の推移（2015～2022年度、決算ベース）

資料；財務省「決算の説明」各年度、より作成
注1）ALICは、（独立行政法人）農畜産業振興機構。ALIC納付金は、生産条件不利補正（ゲタ対策）・畑作物の

直接支払交付金の甘味資源作物（てん菜、でんぷん原料バレイショ）相当分の糖価調整金等の一部を納付
するもの。

2）歳出の業務勘定への繰入は、農業経営安定勘定の人件費を含む事務取扱費相当分の繰入。

単位；100万円
2015年度2016年度2017年度2018年度2019年度2020年度2021年度2022年度

歳入・計 319，549276，310288，861280，778303，532277，482261，304278，552
食糧管理勘定より受入 77，530 77，530102，430 95，630 92，030 81，547 74，180124，186
一般会計より受入 64，847101，817 88，610 82，807 82，251 95，661 97，037105，941
ALIC納付金 27，717 27，472 21，892 25，398 25，744 21，635 18，718 17，116
雑 収 入 29 43 18 30 35 18 34 108
前年度剰余金受入 149，426 69，448 75，912 76，913103，473 78，620 71，336 31，201
歳出・計 250，102200，398211，948177，305224，912206，146230，104241，691
農業経営安定事業費 250，044200，357211，909177，267224，874206，096230，052241，637
収入減少影響緩和業務委託 18 32 23 20 22 19 22 24
生産条件不利補正・交付金 211，316175，399198，487173，164219，682205，806226，337211，810
収入減少影響緩和・交付金 38，710 24，926 13，399 4，084 5，169 271 3，694 29，803
業務勘定へ繰入 58 41 39 38 38 50 52 55

��������������������� 経営所得安定対策とその財政構造⑴
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生
産
費
と
販
売
価
格
の
差
額
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
面
積

払
の
一
〇
ア
ー
ル
二
万
円
（
ソ
バ
は
一
・
三
万
円
）
を
土
台
に
し

て
、
数
量
払
の
品
目
別
交
付
金
単
価
を
設
定
し
、
面
積
払
を
超
え

る
分
を
数
量
払
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

数
量
払
の
交
付
金
単
価
（
二
〇
〜
二
二
年
産
）
は
、
小
麦
六
〇

キ
ロ
当
た
り
六
七
一
〇
円
、
二
条
大
麦
五
〇
キ
ロ
六
七
八
〇
円
、

六
条
大
麦
五
〇
キ
ロ
五
六
六
〇
円
、
は
だ
か
麦
六
〇
キ
ロ
九
五
六

〇
円
。
大
豆
は
六
〇
キ
ロ
九
九
三
〇
円
。
て
ん
菜
が
一
ト
ン
当
た

り
六
八
四
〇
円
（
糖
度
一
六
・
六
度
）、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ

シ
ョ
が
同
一
万
三
五
六
〇
円（
で
ん
ぷ
ん
含
有
率
一
九
・
七
％
）。

ソ
バ
が
四
五
キ
ロ
当
た
り
一
万
三
一
七
〇
円
、
ナ
タ
ネ
が
六
〇
キ

ロ
当
た
り
八
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
平
均
交
付
単
価
を
基
準

に
、
品
質
に
応
じ
た
品
質
区
分
単
価
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
交
付
金
の
対
象
が
担
い
手
だ
け
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
担
い
手
の
経
営
も
、
肥
料
や
石
油
製

品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
り
生
産
費
が
上
昇
し
、
苦
境
に
お
ち
い

っ
て
い
る
。「
輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
」
は
「
国
内
農
業
生
産
の

増
大
」
に
よ
る
ほ
か
な
い
が
、
担
い
手
だ
け
に
限
ら
な
い
価
格
・

所
得
支
持
政
策
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
べ
き
と
き
が
来
て
い
る
。

第
二
の
問
題
は
、
麦
と
甘
味
資
源
作
物
で
は
、
直
接
支
払
の
所

得
支
持
政
策
が
輸
入
前
提
・
輸
入
依
存
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
さ
ら
に
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

表4 畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）の実績（2015～2022年度）

資料；農林水産省「経営所得安定対策等の支払実績」各年度、により作成

支払額

（億円）

支 払 対 象 者 （件）

合 計 認 定 農 業 者 認定新規就農者 集落営農
個 人 個 人 個 人 個 人

2015年度 2，113 44，928 34，928 5，665 200 8 4，335
2016年度 1，754 44，892 34，449 6，227 269 8 3，939
2017年度 1，985 44，034 33，569 6，613 310 14 3，528
2018年度 1，732 42，827 32，355 6，857 304 17 3，294
2019年度 2，197 42，072 31，499 7，122 291 15 3，145
2020年度 2，058 41，188 30，578 7，352 242 9 3，007
2021年度 2，263 40，629 29，885 7，567 229 13 2，935
2022年度 2，118 40，148 29，190 7，814 239 22 2，883

経営所得安定対策とその財政構造⑴ ���������������������
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収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
は
、
米
・
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で

ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
を
合
算
し
た
標
準
的
収
入
が
減
少
し
た

場
合
、
生
産
者
（
一
）
と
国
（
三
）
が
拠
出
し
た
基
金
か
ら
、
減

収
分
の
九
割
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

減
収
分
の
九
割
補
て
ん
と
い
っ
て
も
、
生
産
者
は
補
て
ん
金
の

財
源
に
二
五
％
分
を
拠
出
し
て
い
る
た
め
、
減
収
分
が
実
質
六
七

・
五
％
補
て
ん
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
（
表
5
）。

政
府
は
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
収
入
の
保
障
が
あ
っ
て
も
、
生
産
費
の
補
償
が
な
け
れ

ば
、
所
得
補
償
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
や
収
入
保
険
制
度
の
問
題
が
あ
る
。

注⑴

米
・
麦
・
砂
糖
な
ど
重
要
品
目
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
の
下
で
の
貿
易
制

度
に
つ
い
て
は
、
作
山
巧
『
食
と
農
の
貿
易
ル
ー
ル
入
門
』（
昭
和
堂
）
が

詳
し
い
。

⑵

農
林
水
産
省「
米
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
四
年
三
月
五
日
、

政
策
審
食
糧
部
会
へ
の
提
出
資
料
）。

な
お
、
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
決
算
数
値
に
つ
い
て
は
財
務
省「
決

算
の
説
明
」
各
年
度
、
を
主
と
し
て
用
い
た
。

表5 収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）の支払実績（2014～2022年産）

資料；農林水産省「収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）の支払実績」
各年度、交付金額については財務省「決算の説明」各年度、により作成

加入件数

（件）

支払件数

（件）

補てん
総 額
（億円）

交付金
（億円）

積立金
（億円）

2014年産 69，741 58，375 516．4 387．1 129．3
2015年産 108，733 93，891 332．3 249．3 83．1
2016年産 106，991 57，064 178．7 134．0 44．7
2017年産 103，359 18，737 54．4 40．8 13．6
2018年産 98，957 19，771 68．9 51．7 17．2
2019年産 86，032 4，829 3．6 2．7 0．9
2020年産 76，663 27，417 49．3 36．9 12．3
2021年産 66，883 52，699 397．3 298．0 99．3
2022年産 58，671 40，599 184．4 138．3 46．1

��������������������� 経営所得安定対策とその財政構造⑴
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・
は
じ
め
に

筆
者
が
入
省
し
た
平
成
五
年
、
岡
山
県
内
に
は
三
分
会
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
会
で
支
援
米
の
取
組
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
、
秋
に
各
分
会
で
収
穫
し
て
支
援
米
を
県
内
集
約
し
、
発
送
式

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
式
の
最
後
に
、
支
援
米
を
積
み
込
ん
で
ボ

デ
ィ
に
横
断
幕
を
着
け
た
ト
ラ
ッ
ク
の
発
車
を
見
送
っ
て
い
た
の

も
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

各
分
会
で
続
い
て
い
た
支
援
米
の
活
動
も
、
分
会
統
合
な
ど
で

取
組
場
所
が
減
っ
て
い
き
、
現
在
は
岡
山
県
内
で
一
場
所
、
津
山

市
で
約
一
五
ア
ー
ル
の
圃
場
一
枚
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
現
場
の
各
作
業
で
は
、「
岡
山
県
平
和
・
人
権
・
環
境

労
組
会
議
（
食
と
み
ど
り
、
水
を
守
る
岡
山
県
労
農
会
議
）」、
津

山
市
に
所
在
す
る
「
美
作
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
に
、

現
場
作
業
の
参
加
者
確
保
や
当
日
の
作
業
な
ど
で
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

・
取
組
状
況
①

取
組
の
特
色
と
し
て
、
現
在
、
津
山
市
内
の
圃
場
で
取
り
組
ん

で
い
る
支
援
米
は
、
労
農
会
議
だ
け
で
行
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
圃
場
が
あ
る
地
区
（
圃
場
の
す
ぐ
近
所
）
に
所
在
す
る
「
津

山
市
立
高
野
小
学
校
」
の
事
業
活
動
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
形
で
の
取
り
組
み
も
、
今
年
で
二
九
年
目

で
す
。

そ
の
年
度
の
二
年
生
と
五
年
生
が
、
田
植
え
や
手
刈
り
で
の
稲

刈
り
、
ハ
ゼ
干
し
し
た
稲
を
脱
穀
機
で
脱
穀
し
（
二
年
生
は
見

学
）、
私
た
ち
大
人
た
ち
は
、
児
童
た
ち
が
安
全
に
作
業
で
き
る

よ
う
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
あ
と
は
、
時
間
内
に
児
童
た

そ
の
袋
に
は
、
お
米
が
何
粒
あ
り
ま
す
か
？

―
岡
山
県
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
支
援
米
の
取
り
組
み
―

全
農
林
労
働
組
合
岡
山
分
会

中
丘
寛
成
央

農村と都市をむすぶ2024．7 �������������������������
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ち
で
出
来
な
か
っ
た
残
り
部
分
の
作
業
行
い
ま
す
。

な
お
、
水
管
理
や
除
草
な
ど
普
段
の
栽
培
管
理
は
、
職
場
の
Ｏ

Ｂ
で
あ
り
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
河
本
さ
ん
に

お
願
い
し
て
、
管
理
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
河
本
さ
ん
に
は
、
田

植
え
な
ど
の
作
業
に
も
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
取
組
状
況
②

こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
作
業
の
様
子
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

田
植
え
は
例
年
、
五
月
の
第
二
週
に
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

最
初
の
校
時
で
二
年
生
が
、
次
の
校
時
で
五
年
生
が
苗
を
植
え
ま

す
。田

植
え
を
始
め
る
前
に
、
田
ん
ぼ
に
集
ま
っ
た
児
童
に
筆
者
が

「
苗
は
二
、
三
本
を
苗
束
か
ら
摘
ま
み
取
っ
て
、
鉛
筆
を
持
つ
よ

う
に
し
て
、
し
っ
か
り
泥
に
差
し
込
ん
で
植
え
て
ね
。」「
植
え
た

ら
一
歩
下
が
っ
て
、
自
分
の
足
跡
を
均
し
て
ね
。」
と
、
植
え
方

を
話
し
ま
す
。
児
童
た
ち
は
、「
は
い
！
」
と
元
気
よ
く
返
事
を

し
ま
す
が
、
い
ざ
、
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
瞬
間
、
水
の
冷
た
さ
や
泥

の
感
触
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
り
歓
声
を
上
げ
た
り
で
、
と
に
か
く
大

騒
ぎ
。
先
ほ
ど
し
た
植
え
方
の
話
が
忘
れ
さ
ら
れ
る
瞬
間
で
も
あ

り
、
筆
者
と
河
本
さ
ん
が
、
田
植
え
の
間
ず
っ
と
、
説
明
を
大
声

で
叫
び
続
け
て
い
ま
す
。

大
人
た
ち
は
、
等
間
隔
に
目
印
を
付
け
た
棒
を
持
ち
、
同
じ
く

稲刈りの様子・岡山分会田植えの様子・岡山分会

贈呈式で（イラスト等が張られた支援米の袋）・岡山分会脱穀の様子・岡山分会

���� その袋には、お米が何粒ありますか？―岡山県におけるアフリカ支援米の取り組み―
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等
間
隔
に
結
び
目
を
付
け
た
田
植
え
紐
を
田
ん
ぼ
の
端
同
士
で
引

っ
張
っ
て
、
苗
を
植
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
子
ど
も
た
ち
の
田
植

え
時
間
内
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
残
り
の
箇
所
を
植
え
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
田
植
え
の
際
に
、
支
援
米
の
取
組
の
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
看
板
に
描
か
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
は
、
平
成
一
七
年

頃
、
筆
者
が
勤
務
し
て
い
た
、
津
山
庁
舎
の
職
場
の
先
輩
が
手
書

き
し
た
も
の
で
す
。

次
に
稲
刈
り
で
す
が
、
例
年
だ
と
九
月
の
第
二
週
に
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
初
め
の
校
時
で
は
、
二
年
生
と
五
年
生
が
ペ
ア
に

な
り
、
五
年
生
が
側
で
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
二
年
生
が
稲
を
刈

り
ま
す
。

稲
刈
り
を
始
め
る
前
に
は
筆
者
が
、「
五
株
ず
つ
、
刈
っ
た
ら

紐
で
し
っ
か
り
括
っ
て
束
に
し
て
、
ハ
ゼ
に
か
け
て
。」「
鎌
（
ノ

コ
ギ
リ
鎌
）
は
危
な
い
か
ら
、
ふ
ざ
け
て
振
り
回
し
た
り
、
走
り

回
っ
た
り
し
た
ら
駄
目
で
す
よ
。」
と
、
作
業
の
説
明
と
注
意
を

話
し
ま
す
。

そ
の
次
の
校
時
は
五
年
生
だ
け
で
刈
り
取
り
ま
す
。
稲
刈
り
に

夢
中
に
な
っ
た
五
年
生
の
中
に
は
、
ひ
た
す
ら
刈
り
取
り
だ
け
し

て
「
束
ね
る
」
を
し
な
い
子
も
い
ま
す
。
文
字
通
り
「
山
積
み
」

に
な
っ
た
稲
を
束
ね
る
こ
と
が
、
こ
の
日
の
大
人
た
ち
の
、
一
番

の
仕
事
に
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、田
植
え
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
の
刈
り
残
し
が
あ
っ
た
時
は
、
大
人
た
ち
で
刈
り
取

り
し
ま
す
。

脱
穀
は
、
一
〇
月
の
第
一
週
に
し
ま
す
。
当
日
は
、
五
年
生
が
、

ハ
ゼ
干
し
乾
燥
さ
せ
た
稲
を
、
無
限
軌
道
を
履
い
た
、
い
わ
ゆ
る

「
脱
穀
機
」
ま
で
運
ん
で
台
に
置
い
て
、
そ
れ
を
大
人
が
、
こ
ぎ

胴
に
く
ぐ
ら
せ
ま
す
。
二
年
生
は
、
万
が
一
、
機
械
作
業
で
怪
我

を
し
て
も
い
け
な
い
の
で
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
学
し
ま

す
。
こ
の
日
の
大
人
は
、
脱
穀
し
た
籾
で
満
杯
に
な
っ
た
コ
ン
バ

イ
ン
袋
を
、
脱
穀
機
か
ら
外
し
て
畦
ま
で
運
び
出
し
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
、
稲
わ
ら
を
二
〇
束
で
纏
め
て
縛
る
作
業
が
あ
り
ま
す

が
、
脱
穀
が
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
な
の
で
、
こ
の
作
業
も
必
然
的
に
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
、
思
っ
た
以
上
に
大
変
で
す
。
収
穫
量
は
、

例
年
一
〇
俵
前
後
で
す
。

こ
こ
ま
で
、
田
植
え
か
ら
脱
穀
ま
で
の
作
業
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
児
童
の
安
全
に
注
意
し
な
が
ら
各
作
業
を
し
て
い

く
の
は
大
変
で
、
筆
者
を
含
め
て
参
加
し
た
大
人
た
ち
は
、
い
つ

も
作
業
の
終
り
に
「
今
日
も
、
く
た
び
れ
た
な
〜
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
も
、
そ
の
表
情
は
笑
顔
で
す
。

最
後
に
贈
呈
式
の
紹
介
を
し
ま
す
。
贈
呈
式
は
、
概
ね
一
〇
月

の
最
終
週
に
行
わ
れ
ま
す
。

最
初
に
、
小
学
校
の
体
育
館
に
五
年
生
が
集
合
し
、
筆
者
（
労

農
会
議
）
と
、
普
段
の
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
河

本
さ
ん
に
向
け
て
、
児
童
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
続

い
て
、
児
童
が
書
い
た
イ
ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
張
ら
れ
台
車
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に
乗
せ
ら
れ
た
支
援
米
が
、
児
童
の
手
で
運
び
込
ま
れ
、「
マ
リ

共
和
国
へ
、
し
っ
か
り
と
届
け
て
く
だ
さ
い
。」
の
言
葉
と
共
に

託
さ
れ
ま
す
。
そ
の
次
に
筆
者
が
、「
お
米
が
マ
リ
に
届
く
ま
で
」

と
題
し
た
ス
ラ
イ
ド
で
、
マ
リ
共
和
国
の
現
状
や
、
支
援
米
が
マ

リ
共
和
国
に
届
く
ま
で
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

次
の
校
時
で
は
、
二
年
生
が
集
合
し
て
、
筆
者
か
ら
は
「
お
い

し
い

ご
は
ん
で

元
気
い
っ
ぱ
い
」
と
題
し
た
ス
ラ
イ
ド
で
、

「
お
米
や
米
粉
を
使
っ
た
食
べ
物
や
飲
み
物
」
と
か
、
ご
飯
を
食

べ
る
と
き
に
気
に
し
て
欲
し
い「
五
つ
の
目
当
て
」を
話
し
ま
す
。

な
お
、
両
ス
ラ
イ
ド
と
も
、
平
成
一
七
年
頃
に
、
津
山
庁
舎
に

勤
務
し
て
い
た
先
輩
（
看
板
イ
ラ
ス
ト
の
先
輩
と
は
別
の
方
）
が

作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
毎
年
、
数
値
な
ど
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
各
学
年
と
も
ス
ラ
イ
ド
の
話
の
後
は
、
質
問
時
間

が
あ
り
、
ど
ん
な
質
問
が
出
る
か
、
い
つ
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
秋
に
二
年
生
か
ら
、「（
支
援
米
が
三
〇
㎏
入
っ
た
）

そ
の
袋
に
は
、
お
米
が
何
粒
あ
り
ま
す
か
？
」
と
、
と
て
も
シ
ン

プ
ル
な
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
の
内
容
に
関
し
た
質
問

（
例
え
ば
、
お
米
の
料
理
に
は
、
ほ
か
に
何
が
あ
り
ま
す
か
等
）

は
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
盲
点
で
し
た
。
そ
し
て
、

相
手
が
中
学
生
な
ら
ば
「
千
粒
あ
た
り
の
重
さ
は
何
ｇ
で
、
袋
に

は
三
〇
㎏
入
っ
て
い
る
の
で
・
・
・
」
と
い
っ
た
回
答
も
で
き
ま

す
が
、
今
回
は
小
学
校
二
年
生
で
す
。
さ
て
、
皆
さ
ん
な
ら
、
ど

う
い
っ
た
回
答
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
に
筆
者
は
、
袋
に
近
づ
い
て
数
え
る
ふ
り
を
し
た
後
、

「
と
っ
て
も
沢
山
あ
る
の
で
、
数
え
ら
れ
ま
せ
ん
、
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
こ
の
前
に
、
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
稲
刈
り
し
た
稲
の

穂
に
は
、一
本
で
一
〇
〇
粒
く
ら
い
、多
い
と
二
〇
〇
粒
く
ら
い
、

お
米
が
あ
り
ま
す
よ
。
こ
れ
は
多
い
か
な
？
少
な
い
か
な
？
」
と

回
答
し
ま
し
た
。
二
年
生
に
は
口
々
に
、「
多
い
！
」「
た
く
さ
ん

だ
！
」
と
驚
い
て
も
ら
え
た
の
で
、
手
前
味
噌
で
す
が
、
ま
ず
ま

ず
の
回
答
が
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
最
後
に

年
々
、
参
加
者
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
活
動
の
継
続
が
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
河
本
さ
ん
、
岡
山
県
平
和
・
人
権
・

環
境
労
組
会
議
、
美
作
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
高
野
小
学

校
の
方
々
に
支
援
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
輩
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
支
援
米
と
農
業
再
建
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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